
【
解
題
】

幕
府
の
巡
見
使
は
、
概
ね
徳
川
将
軍
の
代
替
わ
り
を
契
機
に
、
旗
本
三
人
（
従
者
を
含
め
て
総
勢
一
〇
〇
人
ほ
ど
）
が
全
国
を
八
ブ
ロ
ッ

（
１
）

ク
に
分
け
て
派
遣
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
最
後
の
派
遣
と
な
っ
た
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）、
九
州
へ
来
た
巡
見
使
の
紀
行
文
、
そ
の
従

（
２
）

者
の
紀
行
文
、
そ
し
て
各
藩
の
対
応
書
な
ど
を
史
料
紹
介
し
て
き
た
。
今
回
は
、
唐
津
藩
「
船
手
」
の
記
録
を
紹
介
す
る
。
九
州
へ
の

行
程
は
、
江
戸
か
ら
東
海
道
を
通
っ
て
大
坂
、
そ
れ
か
ら
瀬
戸
内
海
を
船
で
渡
り
、
福
岡
藩
の
筑
前
国
若
松
（
福
岡
県
北
九
州
市
若
松
区
）

に
上
陸
し
、
陸
路
を
通
っ
て
唐
津
藩
の
呼
子
（
佐
賀
県
唐
津
市
呼
子
町
）
へ
、
そ
し
て
船
で
玄
界
灘
の
島
々
を
巡
る
（
そ
の
後
は
長
崎
↓
島
原

↓
佐
賀
↓
熊
本
↓
鹿
児
島
↓
宮
崎
↓
熊
本
↓
久
留
米
を
通
っ
て
若
松
か
ら
乗
船
し
て
帰
る
。
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
か
ら
豊
前
国
と
豊
後
国
の
東
九
州
地
域

は
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
に
含
ま
れ
た
の
で
、
別
の
巡
見
使
の
管
轄
）。【
図
１
】
は
天
保
九
年
巡
見
使
の
大
ま
か
な
行
程
で
あ
る
。
四
月
一
日
の
江
戸

宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
年

幕
府
巡
見
使
を
乗
せ
た
唐
津
藩
船
手
の
記
録

―
『
御
巡
見
御
用
諸
事
覚
』
―

森

弘

子

宮

崎

克

則

西
南
学
院
大
学

国
際
文
化
論
集

第
三
十
八
巻

第
一
号

一
〇
五－

一
八
〇
頁

二
〇
二
三
年
九
月
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熊
本

7/11
鹿
児
島

7/11
鹿
児
島

7/28
延
岡

8/11
秋
月

5/28
長
崎

4/28
8/27
若
松

閏
4/21
対
馬

4/14
9/13
大
坂

4/
1
発

9/27
着

江
戸

五
島

【図
１
】
天
保
９
（
1838）

年
巡
見
使
の
道
程

〔
注
〕
宮
崎
克
則
・
森
弘
子
「
天
保
９
年
幕
府
巡
見
使
の
従
者
日
記
（
１
)
―
立
野
良
道
『
西
海
道
日
記
』
１
・
２
・
３
・
４
巻
」
(『西

南
学
院
大
学
博
物
館
研
究
紀
要
』

５
号
、
2017年

)、
同
「
天
保
９
年
幕
府
巡
見
使
の
従
者
日
記
（
２
)
―
立
野
良
道
『
西
海
道
日
記
』
５
・
６
・
７
巻
」
(西
南
学
院
大
学
『
国
際
文
化
論
集
』
32-1

号
、
2017年

）
よ
り
作
成
し
た
。
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発
、
九
月
二
十
七
日
の
江
戸
帰
着
。
閏
四
月
が
あ
っ
た
か
ら
、
約
七
か
月
の
九
州
巡
見
だ
っ
た
。

壱
岐
（
平
戸
藩
）・
対
馬
（
対
馬
藩
）・
五
島
（
五
島
藩
）・
平
戸
（
平
戸
藩
）
の
島
々
の
巡
見
に
、
唐
津
藩
「
船
手
」
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
天
保
九
年
巡
見
使
に
関
す
る
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
ま
ず
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
を
紹
介
す
る
。
巡

見
コ
ー
ス
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
天
保
九
年
の
場
合
も
大
き
な
違
い
は
な
い
。

（
３
）

唐
津
藩
の
「
船
手
」
に
つ
い
て
、
久
野
哲
矢
氏
の
一
連
の
成
果
を
も
と
に
要
約
す
る
。
船
手
は
も
と
も
と
水
軍
で
あ
り
、
藩
が
所
有

す
る
船
を
管
理
・
運
用
し
な
が
ら
輸
送
や
沿
岸
警
備
を
担
当
し
た
。
名
護
屋
城
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
岩
下
家
史
料
」
に
は
、「
大
船

頭
」
な
ど
を
勤
め
た
「
松
下
家
」
の
史
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
日
記
や
控
を
中
心
に
藩
政
、
海
運
、
流
通
、
海
防
な
ど
に

関
す
る
豊
富
な
情
報
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
宝
暦
十
一
年
『
御
巡
見
御
用
諸
事
覚
』（
史
料
番
号
Ａ
二
）
は
、
こ
の
時
に
「
漕
船
才

領
」
に
任
じ
ら
れ
た
松
下
助
七
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

唐
津
藩
に
お
け
る
船
手
の
家
臣
は
一
〇
〇
人
ほ
ど
、「
大
船
頭
」
を
筆
頭
に
「
小
船
頭
」「
楫
取
」
な
ど
の
職
階
が
あ
っ
た
。【
表
１
】

は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）『
御
船
手
之
者
勤
記
』（
史
料
番
号
A
三
三
）
を
も
と
に
、
久
野
氏
が
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
参
勤
交
代

時
の
下
関
渡
海
や
長
崎
の
見
廻
り
、
巡
見
使
や
幕
府
使
節
の
送
迎
な
ど
を
担
当
し
、
ま
た
難
破
船
の
漂
着
や
異
国
船
来
航
に
よ
る
長
崎

派
遣
な
ど
の
突
発
的
・
緊
急
的
な
職
務
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
藩
の
船
の
運
行
・
管
理
の
他
に
、
渡
航
証
明
で
あ
る
「
往
来
切
手
」
や
船

改
め
に
使
用
す
る
「
出
入
切
手
」
の
交
付
、
藩
内
の
船
の
登
録
・
帳
簿
管
理
な
ど
も
担
当
し
た
。「
満
島
番
」
は
、
松
浦
川
河
口
の
満

島
（
水
島
）
に
設
け
ら
れ
た
番
所
で
船
改
め
を
し
た
。
松
浦
川
は
唐
津
藩
領
を
南
北
に
貫
く
川
で
、
唐
津
藩
に
お
け
る
物
流
の
大
動
脈

で
あ
っ
た
。

唐
津
藩
の
大
名
家
は
何
度
も
代
わ
っ
た
。
外
様
大
名
の
寺
沢
堅
高
（
一
二
万
三
〇
〇
〇
石
）
が
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
御
家
断
絶
と
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【表１】唐津藩船手が対応する事案と職務（文化11年)
船手が対応する事案

正月の御手船初乗／家老の寺社参詣／藩主の満島川渡船・下関渡海・長崎湊の見分・領
内の巡島／巡見使渡海／遊行上人・善光寺如来の満島川渡船／家老の大坂行き／公儀御
城米・銅積船・諸国関船・商船・諸家御廻米船の難破／領内への異国船漂着／幕領御廻
米の積入れ／御手船・雇船の異変／唐船回送／浦への諸形・穀改・焼印出役／入用の板
材木購入

役職 職務内容

大船頭 毎朝役所へ出る／船見廻り／旅行出役費用の出納／雇職人への作料銭支払
い／旅船が破船した際の事後処理（灘状発行、｢片道切手」交行など）

割方小頭 毎朝役所へ出る／業務の割り振り／船道具の把握／漂着物・難破船につい
て奉行所へ注進

蔵方小頭 毎朝役所へ出る／｢出入切手」交付の手続／｢往来切手」交付の手続／藩で
購入した材木が到着した際の代金支払い／浦水主への扶持米支払い／雇船
到着時の差配／領内穀船について新造船・売買船の帳簿管理

小船頭目付 毎朝役所へ出る／昼夜見合廻り／船作事のとき細工場見廻り／領内の小型
船の帳簿管理／旅船から「御法度之穀物」が持ち込まれた際には満島番人
とともに差し押さえる

小船頭 毎朝、船の見廻り後役所へ出る／毎夜、平組の者と共に「洲崎」から「柳
堀」まで巡回／道具の虫干

物書 毎朝役所へ出る／幕府からの廻状を沿岸の村へ伝える／雇船で江戸へ向
かった際、浦賀の関所へ必要書類を提出／廻米船難破の場合、先方への灘
状の読み渡し／小船頭の代役

楫取 ふなぐら

毎朝船を見廻り､小船頭目付へ報告／毎夜､艙番所へ一人詰める／船作事・
道具虫干に出頭／満島出火の節、和多田村辺りの人足を艙番所へ留置／小
船頭の代役

満島番 二人ずつ隔日で勤務／旅船の積荷改め／町方船宿への船改めの出役／他藩
の御手船が入津する際は奉行所・小船頭目付に連絡

唄上 毎日、船江・満島番所へ駐在／大坂に入津の際は船奉行所へ出向く／毎夜
御船唄の稽古（毎月二、七日の夜は「乗組」や希望者も合わせて稽古）

内詰 両奉行所へ隔日で勤務／奉行所への泊り番

艪口
乗組
平組

毎朝役所へ出て御用勤め／栂番所・橋口番所詰め／船煬りの夜は「りん
木」抜き／艪口は召船の綱・碇上げ下ろし及び楫取の代役、乗組は奉行所
御用人、平組は大坂・長崎に出向く際の船中見習をそれぞれ勤める

御手職人 日々役所へ出る／船作事の節は見積り作成・材木見分を担う／小船頭以下
の人員が不足する際は代役を勤める
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な
っ
た
後
、
一
時
幕
府
領
と
な
り
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
播
磨
明
石
か
ら
譜
代
大
名
大
久
保
忠
職
（
八
万
三
〇
〇
〇
石
）
が
入
封
、

そ
の
後
は
譜
代
大
名
の
松
平
（
七
万
石
）－

土
井
（
七
万
石
）－

水
野
（
六
万
石
）－

小
笠
原
（
六
万
石
）
と
な
る
。
寺
沢
氏
の
断
絶
に
よ
っ
て
、

そ
の
船
と
船
手
の
多
く
が
幕
府
に
召
し
上
げ
ら
れ
て
「
長
崎
御
船
手
」
と
し
て
長
崎
奉
行
の
下
に
配
属
さ
れ
、
唐
津
藩
の
船
手
は
大
久

保
氏
が
播
磨
明
石
か
ら
連
れ
て
き
た
者
た
ち
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
そ
し
て
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）、
大
久
保
氏
は
唐
津
か
ら
内
陸

の
下
総
佐
倉
へ
、
下
総
佐
倉
か
ら
松
平
氏
が
移
封
し
て
き
た
の
で
、
船
手
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
の
大
名

交
代
で
も
大
き
な
変
動
な
く
、
船
手
の
者
た
ち
は
唐
津
に
居
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

松
下
家
の
明
治
四
年
『
由
緒
書
下
書
』（
史
料
番
号
Ａ
七
七
）
に
よ
る
と
、
慶
安
二
年
に
譜
代
大
名
大
久
保
氏
と
と
も
に
播
磨
明
石
か

ら
唐
津
へ
や
っ
て
き
た
松
下
市
兵
衛
は
、
松
平
氏
へ
の
大
名
交
代
の
と
き
、

延
宝
七
戊
午
年

松
下
市
兵
衛

規
孝

松
平
和
泉
守
様
、
御
当
国
御
居
城
之
処
、
御
船
手
中
御
引
譲
相
成
候
様
、
大
久
保
様
え
御
釣
合
之
上
、
御
給
禄
右
之
侭
御
引
譲
ニ
相

成
、
其
後
御
代
々
御
城
附
之
様
ニ
相
成
□
□
□
（
後
略
）

新
た
に
唐
津
藩
主
と
な
っ
た
松
平
氏
の
要
請
に
よ
っ
て
、
同
じ
禄
高
（
一
八
石
五
人
扶
持
）
で
召
し
抱
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
御
城

附
」
の
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
後
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
入
封
の
土
井
氏
時
代
に
は
幸
右
衛
門－

助
太
夫－

助
七
と
続
く
。

助
七
の
由
緒
と
し
て
、
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松
下
助
七

規
光

土
井
大
炊
頭
様
御
代
、
明
和
三
丙
戌
年
八
月
御
扶
持
方
壱
人
扶
持
被
下
置
、
平
組
え
被
召
抱
候
、
同
号
四
丁
亥
年
四
月
七
日
御
宛
行

三
石
壱
人
扶
持
御
増
被
下
置
候
（
後
略
）

と
あ
り
、
彼
は
水
野
氏
時
代
の
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
「
平
組
」
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
、
そ
の
後
は
「
物
書
」「
小
頭
」
へ
出
世

し
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
「
大
船
頭
」
と
な
っ
た
。
巡
見
使
が
や
っ
て
き
た
土
井
氏
時
代
の
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）、
助
七
は

ま
だ
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宝
暦
十
一
年
『
御
巡
見
御
用
諸
事
覚
』
の
な
か
に
「
松
下
助
太
夫
倅

助
七
」
と
し
て
登
場

す
る
。
由
緒
書
に
よ
る
と
、
当
時
の
松
下
家
の
当
主
は
助
太
夫
で
あ
り
、「
梶
取
」
の
位
置
に
あ
っ
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
勤
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
子
の
助
七
が
「
漕
船
才
領
」
に
任
じ
ら
れ
、
巡
見
使
と
と
も
に
島
々
を
巡
っ
た
の
で
あ
る
。

【
表
２
】
は
天
和
元
年
以
降
の
九
州
へ
来
た
巡
見
使
の
一
覧
で
あ
る
。
宝
暦
十
一
年
の
巡
見
使
は
、
徳
川
将
軍
九
代
の
家
重
か
ら
一

〇
代
家
治
へ
の
代
替
わ
り
を
契
機
に
、
青
山
七
右
衛
門
成
存
（
使
番
、
一
二
〇
〇
石
、
四
〇
歳
）・
神
保
帯
刀
忠
能
（
小
姓
組
、
一
一
〇
〇
石
、

三
七
歳
）・
花
房
兵
右
衛
門
正
路
（
書
院
番
、
六
〇
〇
、
三
九
歳
）
が
派
遣
さ
れ
た
。
他
の
年
度
の
巡
見
使
も
三
〇
〜
四
〇
歳
代
の
旗
本
た
ち

が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
使
番
・
小
姓
組
・
書
院
番
か
ら
一
人
ず
つ
選
ば
れ
た
。
江
戸
を
出
発
し
て
九
州
を
廻
る
の
は
、
決
し
て
楽
な
旅

（
４
）

で
は
な
か
っ
た
。
鹿
児
島
ま
で
や
っ
て
き
た
神
保
帯
刀
は
、
日
向
国
「
志
布
志
」（
鹿
児
島
県
志
布
志
市
）
で
病
に
倒
れ
た
。
病
者
が
発

（
５
）

生
し
た
場
合
で
も
残
る
者
で
巡
見
す
べ
し
と
い
う
規
定
に
従
い
、
青
山
と
花
房
の
二
人
は
そ
の
ま
ま
巡
見
を
続
け
、
筑
前
の
秋
月
藩
か

ら
ふ
た
た
び
神
保
を
迎
え
る
た
め
に
薩
摩
国
「
米
之
津
」（
鹿
児
島
県
出
水
市
）
に
向
か
っ
た
が
、
神
保
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
死

去
し
た
神
保
に
つ
い
て
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
二
巻
（
一
二
九
頁
）
に
、
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【表
２
】
九
州
へ
来
た
幕
府
巡
見
使

年
代

旗
本
名

将
軍

旗
本

名
知
行
高

知
行
高

旗
本

名
知
行
高

天
和
１
年

（
1681）

５
代
綱
吉

奥
田
八
郎
右
衛
門
忠
信

（
37歳
・
使
番
）

2800
柴
田
七
左
衛
門
康
能

（
不
明
・
小
姓
組
）

1000
戸
川
杢
助
安
成

（
32歳

・
書
院
番
）

1500

宝
永
７
年

（
1710）

６
代
家
宣

小
田
切
靫
負
直
広

（
31歳
・
使
番
）

2930
土
屋
数
馬
喬
直

（
45歳
・
小
姓
組
）

2000
永
井
監
物
白
弘

（
不
明
・
書
院
番
）

3030

享
保
２
年

（
1717）

８
代
吉
宗

妻
夫
木
四
郎
頼
隆

（
49歳
・
使
番
）

3000
大
島
采
女
義
敬

（
29歳
・
小
姓
組
）

2000
小
倉
忠
右
衛
門
正
矩

（
49歳

・
書
院
番
）

1200

延
享
３
年

（
1746）

９
代
家
重

徳
永
平
兵
衛
昌
寛

（
40歳
・
使
番
）

2500
夏
目
藤
右
衛
門
保
信

（
38歳
・
小
姓
組
）

600
小
笠
原
内
匠
信
用

（
41歳

・
不
明
）

2600

宝
暦
11年

（
1761）

10代
家
治

青
山
七
右
衛
門
成
存

（
48歳
・
使
番
）

1200
神
保
帯
刀
忠
能

（
37歳
・
小
姓
組
）

1100
花
房
兵
右
衛
門
正
路

（
39歳

・
書
院
番
）

600

寛
政
１
年

（
1789）

11代
家
斉

小
笠
原
主
膳
長
知

（
44歳
・
使
番
）

2000
土
屋
忠
次
郎
利
置

（
40歳
・
小
姓
組
）

2070
竹
田
吉
十
郎
斯
近

（
47歳

・
書
院
番
）

800

天
保
９
年

（
1838）

12代
家
重

曽
我
又
左
衛
門

（
不
明
・
使
番
）

2000
大
久
保
勘
三
郎

（
不
明
・
小
姓
組
）

1200
近
藤
勘
七
郎

（
不
明
・
書
院
番
）

1400

〔
注
〕
巡
見
使
の
年
齢
は
、
小
宮
木
代
良
「
幕
藩
体
制
と
巡
見
使
（
一
）
(二
）
―
九
州
地
域
を
中
心
に
し
て
―
」
(『九

州
史
学
』
77・
78号

、
1983年

）
よ
り
、
旗
本

の
知
行
高
と
編
成
に
つ
い
て
は
『
新
編
大
村
市
史
』
第
３
巻
近
世
編
、
396頁

（
2014年

）
よ
り
、
さ
ら
に
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
よ
り
作
成
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

従
者
数
は
知
行
高
な
ど
に
応
じ
て
異
な
り
、
天
保
９
年
の
場
合
、
曽
我
（
39人

)・
大
久
保
（
33人
)・
近
藤
（
32人
）
の
総
勢
104人

だ
っ
た
（
宮
崎
克
則
・
森
弘

子
「
天
保
９
（
1838）

年
幕
府
巡
見
使
へ
の
対
馬
藩
対
応
（
１
）
―
宗
家
文
書
『
巡
検
上
使
記
録

御
勘
定
奉
行
所
』
―
」
〈西
南
学
院
大
学
『
国
際
文
化
論

集
』
36-1号

、
2021年

〉)。
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宝
暦
九
年
九
月
四
日
遺
跡
を
つ
ぐ
、
十
一
年
正
月
二
十
八
日
仰
を
う
け
て
青
山
七
右
衛
門
成
存
、
花
房
兵
右
衛
門
正
路
と
と
も
に
西

国
を
巡
見
し
、
八
月
三
日
よ
り
同
隊
の
士
と
共
に
本
城
の
つ
と
め
と
な
る
と
い
へ
ど
も
、
忠
能
猶
巡
視
し
て
薩
摩
国
に
あ
り
。
二
十

九
日
か
の
地
に
を
い
て
死
す
。
年
三
十
七
。
法
名
印
了
。
薩
摩
国
出
水
郡
の
成
願
寺
に
葬
る
。
妻
は
川
勝
権
之
助
隆
雄
が
女
。

と
、
墓
は
「
薩
摩
国
出
水
郡
の
成
願
寺
」
に
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
次
の
巡
見
使
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
九
州
へ
や
っ
て
き

た
。
こ
の
と
き
は
三
人
の
う
ち
二
人
ま
で
亡
く
な
っ
た
。
小
笠
原
主
膳
長
知
（
二
〇
〇
〇
石
、
使
番
、
四
四
歳
）・
土
屋
忠
次
郎
利
置
（
二
〇

七
〇
石
、
小
姓
組
、
四
〇
歳
）
で
あ
る
。
残
る
竹
田
吉
十
郎
斯
近
（
八
〇
〇
石
、
書
院
番
、
四
七
歳
）
は
一
人
で
巡
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
次
の
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）、
巡
見
使
が
鹿
児
島
藩
の
出
水
郷
へ
や
っ
て
き
た
と
き
、
こ
こ
に
巡
見
使
の
墓
が
三
つ
も
あ
る
こ
と

（
６
）

を
、
従
者
の
立
野
良
道
が
書
い
て
い
る
。
立
野
は
大
久
保
勘
三
郎
（
一
二
〇
〇
石
、
小
姓
組
）
の
従
者
だ
っ
た
。
現
在
の
鹿
児
島
県
出
水

市
に
龍
（
竜
）
光
寺
は
あ
り
、
碑
文
も
残
っ
て
い
る
が
、
成
願
寺
は
明
治
の
廃
仏
毀
釈
で
な
く
な
っ
た
（『
出
水
の
文
化
財
』
出
水
市
教
育
委

員
会
、
二
〇
〇
二
年
）。
立
野
は
三
人
の
墓
碑
銘
を
書
き
留
め
て
い
る
。

義
勝
院
殿
禅
心
良
雄
大
居
士

寛
政
元
年
己
酉
年
七
月
二
十
日

故
西
国
巡
見
御
使
番
小
笠
原
主
膳
源
長
知

右
石
碑

府
本
村
禅
宗
龍
光
寺

利
性
院
殿
全
心
置
勇
大
居
士

寛
政
元
年
己
酉
年
七
月
廿
四
日

西
国
巡
見
土
屋
忠
次
郎
平
利
置
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寶
乗
院
殿
叡
照
日
到
大
居
士

宝
暦
十
一
年
辛
巳
八
月
廿
九
日

故
巡
撫
西
国
使
神
保
帯
刀

右
御
両
人
石
碑

灰
塚

知
識
村
真
言
宗
成
願
寺

宝
暦
十
一
年
の
巡
見
使
三
人
が
江
戸
を
出
発
し
た
の
は
二
月
二
十
七
日
、
東
海
道
を
通
っ
て
大
坂
に
至
り
、
三
月
十
一
日
に
船
に

乗
っ
て
瀬
戸
内
海
を
渡
っ
た
。
そ
の
船
は
久
留
米
藩
の
船
だ
っ
た
。
福
岡
藩
の
『
黒
田
家
譜
』
の
な
か
に
「
上
使
の
乗
船
ハ
、
前
例
の

（
７
）

如
く
久
留
米
領
主
よ
り
出
さ
る
」
と
あ
る
。
い
つ
か
ら
久
留
米
藩
の
担
当
と
な
っ
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、
久
留
米
藩
家
臣
の
杉
山
正

（
８
）

仲
・
正
篤
父
子
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
安
永
〜
文
政
期
『
米
府
紀
事
略
』
一
八
巻
の
な
か
に
、「
御
軍
用
御
船
手
方
旧
記
写
」
と
し
て
、

久
留
米
藩
領
に
は
船
を
繋
ぐ
港
が
な
い
の
で
、
長
崎
で
異
変
が
起
き
た
と
き
、「
関
船
」（
軍
船
）
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
代

わ
り
に
、
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
る
「
西
国
筋
上
使
」
の
送
り
迎
え
は
、
小
倉
藩
領
の
大
里
の
港
に
留
め
置
い
て
い
る
藩
の
船
を
差
し
出

す
、
と
あ
る
。

当
御
地
ハ
浦
無
之
候
間
、
長
崎
表
変
儀
之
節
、
関
船
不
被
差
遣
候
、
其
代
り
ニ
西
国
筋
上
使
送
迎
之
御
船
大
里
え
被
差
遣
被
差
出
候

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

福
岡
県
』
の
大
里
（
内
裏
・
大
裏
）
村
の
項
目
に
、
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
海
岸
の
一
部
が
久
米
藩

に
貸
与
さ
れ
、
久
留
米
藩
屋
敷
が
あ
っ
た
、
と
あ
る
。
久
留
米
藩
は
参
勤
交
代
の
た
め
の
船
を
こ
こ
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
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巡
見
使
が
陸
地
を
行
く
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
地
の
大
名
が
応
接
を
担
当
す
る
が
、
海
上
輸
送
は
大
名
た
ち
が
分
担
し
て
担
当
し

た
。
瀬
戸
内
海
の
送
迎
は
久
留
米
藩
の
担
当
。
唐
津
藩
の
呼
子
か
ら
乗
船
し
て
玄
界
灘
の
島
々
を
巡
る
と
き
、
唐
津
藩
だ
け
で
な
く
、

周
辺
の
大
名
が
分
担
し
て
船
を
出
し
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
分
担
し
て
い
た
の
か
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
『
御
巡
見
御
用
諸
事

覚
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
る
。

宝
暦
十
一
年
三
月
三
十
日
、
巡
見
使
の
予
定
が
呼
子
に
届
く
。
呼
子
着
の
予
定
は
四
月
四
日
だ
っ
た
。
巡
見
使
が
乗
る
予
定
の
船
は
、

青
山
七
右
衛
門

（
唐
津
藩
）
大
畜
丸

五
〇

立

神
保
帯
刀

（
佐
賀
藩
）
大
宮
丸

六
二

立

花
房
兵
右
衛
門

（
佐
賀
藩
）
山
田
丸

六
二

立

で
あ
り
、
唐
津
藩
の
船
奉
行
曲
渕
八
郎
兵
衛
は
、
佐
賀
藩
の
船
奉
行
川
浪
嘉
右
衛
門
と
、
引
船
を
出
す
平
戸
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
近
藤

丈
右
衛
門
を
招
き
、
打
合
せ
の
「
御
用
談
」
を
船
の
上
で
行
っ
て
い
る
。
そ
の
時
は
「
盃
」
も
あ
っ
た
。
他
藩
の
関
係
者
と
の
打
ち
合

わ
せ
に
「
盃
」
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
献
立
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
巡
見
使
は
四
月
五
日
の
昼
に
「
呼
子
御
茶
屋
」
に
着
い

た
。
四
月
六
日
に
佐
賀
衆
と
「
日
和
之
模
様
談
合
」
を
し
て
昼
頃
の
出
港
に
決
ま
っ
た
。
同
日
の
夜
に
は
平
戸
藩
領
の
壱
岐
の
石
田
郡

郷
ノ
浦
（
長
崎
県
壱
岐
市
郷
ノ
浦
）
に
着
い
た
。
巡
見
使
た
ち
は
上
陸
せ
ず
「
御
滞
船
」
し
、
翌
日
か
ら
壱
岐
の
島
内
を
巡
見
し
て
北
部

の
勝
本
へ
向
か
っ
た
。
船
は
四
月
十
日
に
郷
ノ
浦
か
ら
勝
本
へ
廻
し
た
。
勝
本
に
は
対
馬
藩
か
ら
や
っ
て
き
た
案
内
の
た
め
の
関
船
二

艘
が
来
て
い
た
。
捕
鯨
の
基
地
で
あ
っ
た
勝
本
に
お
い
て
、
巡
見
使
た
ち
は
「
御
三
使
様
鯨
突
御
見
物
」
を
し
て
十
一
日
に
乗
船
、
日
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暮
れ
に
対
馬
藩
の
城
下
町
「
府
中
」（
長
崎
県
対
馬
市
厳
原
）
に
着
い
た
。

対
馬
を
出
港
し
た
の
は
四
月
二
十
四
日
、
そ
れ
ま
で
の
一
三
日
間
、
巡
見
使
は
島
内
を
陸
路
で
巡
る
が
、
唐
津
藩
・
佐
賀
藩
の
船
は

そ
の
ま
ま
府
中
に
滞
船
し
た
。
だ
か
ら
、
船
手
の
者
た
ち
は
船
に
残
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。『
御
巡
見
御
用
諸
事
覚
』
に
よ
る
と
、
唐
津

藩
は
上
陸
の
制
限
、
禁
酒
、
く
わ
え
煙
草
の
禁
止
な
ど
を
、
船
手
の
者
た
ち
に
命
じ
て
い
た
が
、
対
馬
藩
役
人
か
ら
何
度
も
勧
誘
さ
れ

て
「
町
宿
ニ
而
出
会
」
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
は
「
伊
勢
海
老
」・「
あ
わ
ひ
」
と
と
も
に
「
盃
」
も
出
た
。

四
月
二
十
四
日
、
大
畜
丸
・
大
宮
丸
・
山
田
丸
は
巡
見
使
を
乗
せ
て
対
馬
を
出
港
し
、
壱
岐
の
勝
本
へ
、
さ
ら
に
郷
ノ
浦
へ
移
動
し

た
。
平
戸
藩
か
ら
案
内
船
と
漕
船
が
や
っ
て
き
て
、
対
馬
藩
の
漕
船
は
帰
っ
た
。
壱
岐
の
郷
ノ
浦
を
出
港
し
た
の
は
四
月
二
十
七
日
、

あ
づ
ち

平
戸
藩
の
「
小
豆
大
島
（
的
山
大
島
）」（
長
崎
県
平
戸
市
大
島
）
を
経
由
し
て
「
平
戸
領
池
ノ
内
」（
長
崎
県
平
戸
市
津
吉
町
）
に
入
津
、
二
十

八
日
に
五
島
藩
の
宇
久
島
（
長
崎
県
佐
世
保
市
宇
久
町
）
に
入
津
し
た
。
こ
の
間
に
五
島
藩
か
ら
漕
船
も
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
風
待

ち
を
し
て
五
月
一
日
に
宇
久
島
を
出
港
、
上
五
島
の
「
飯
ノ
瀬
戸
」（
長
崎
県
南
松
浦
郡
上
五
島
町
飯
ノ
瀬
戸
）
に
入
る
。
上
陸
す
る
こ
と
な

く
、
五
月
二
日
に
は
「
五
島
領
若
松
」（
長
崎
県
南
松
浦
郡
上
五
島
町
若
松
）
を
経
由
し
て
、
福
江
島
の
「
戸
楽
」（
長
崎
県
五
島
市
松
山
町
）

に
着
い
た
。
五
島
藩
城
下
町
の
「
深
江
」（
福
江
）（
長
崎
県
五
島
市
福
江
町
）
に
着
い
た
巡
見
使
は
、
翌
日
の
五
月
三
日
か
ら
巡
見
を
始
め

る
。『
御
巡
見
御
用
諸
事
覚
』
に
、

五
月
三
日

一
、
御
上
使
様
、
今
朝
五
島
領
深
江
（
福
江
）
よ
り
富
江
表
へ
御
巡
行
被
遊
候
由
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と
あ
り
、
コ
ー
ス
は
城
下
町
の
福
江
か
ら
富
江
ま
で
の
往
復
だ
っ
た
。
富
江
に
は
陣
屋
が
あ
っ
た
。
五
島
盛
清
が
寛
文
元
年
（
一
六
六

五
）
に
三
〇
〇
〇
石
で
分
知
さ
れ
、
交
代
寄
合
と
な
っ
て
い
た
。
巡
見
使
た
ち
が
福
江
〜
富
江
を
巡
見
し
て
い
る
間
、
船
手
の
者
た
ち

は
船
で
待
機
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
五
島
藩
主
か
ら
接
待
の
申
し
出
が
あ
り
、
唐
津
藩
の
船
奉
行
・
目
付
・
医
師
は
上
陸

し
て
城
下
町
の
「
深
江
御
茶
屋
」
に
出
か
け
て
行
っ
た
。「
佐
賀
・
五
島
・
此
方
」
の
船
方
が
協
議
し
て
五
月
六
日
の
出
港
を
決
め
、

「
五
島
領
岩
瀬
」（
長
崎
県
南
松
浦
郡
上
五
島
町
岩
瀬
浦
）
に
入
津
し
た
。
こ
こ
で
風
待
ち
を
し
て
、
五
月
八
日
に
出
港
し
、「
平
戸
志
自
岐

浦
」（
長
崎
県
平
戸
市
志
々
伎
町
）
に
着
船
し
た
。
こ
の
間
、
五
島
藩
の
漕
船
は
「
五
島
領
塩
屋
」
と
い
う
所
ま
で
、
交
代
に
大
村
藩
か
ら

漕
船
が
や
っ
て
き
た
。
こ
の
後
、
巡
見
使
は
「
志
自
岐
浦
」
か
ら
上
陸
し
て
平
戸
島
内
を
巡
見
す
る
。

巡
見
使
を
乗
せ
る
た
め
、
唐
津
藩
・
佐
賀
藩
が
出
し
た
大
畜
丸
・
大
宮
丸
・
山
田
丸
の
役
割
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
巡
見
使
か
ら

「
御
酒
」
い
た
だ
い
た
唐
津
藩
船
方
は
五
月
九
日
に
「
志
自
岐
浦
」
を
出
港
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
呼
子
へ
着
い
た
。「
佐
賀
御
舟
々

も
右
同
断
致
出
舟
」
と
あ
る
が
、
佐
賀
の
船
が
ど
こ
の
港
へ
帰
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
唐
津
藩
の
大
畜
丸
は
、
十
日
に
呼
子
を
出
て

城
下
町
に
戻
っ
て
き
た
。
そ
の
時
は
「
御
舟
々
飾
、
直
ニ
着
岸
」
と
あ
る
。

【
図
２
】
は
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
の
大
ま
か
な
玄
界
灘
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
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呼子呼子

平戸

対馬

壱岐

唐津唐津

福岡福岡

若松

宇久

福江

志自岐

府中

勝本

佐賀佐賀

郷ノ浦郷ノ浦

長崎長崎

富江

五島

【図２】 宝暦11（1761）年玄界灘のルート
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【
注
】

（
１
）
小
宮
木
代
良
「
幕
藩
体
制
と
巡
見
使
（
一
）（
二
）」（『
九
州
史
学
』
七
七
・
七
八
号
、
一
九
八
三
年
）

（
２
）
天
保
九
年
の
巡
見
使
に
関
す
る
史
料
紹
介
は
以
下
の
と
お
り
。
森
弘
子
・
宮
崎
克
則
「
九
州
へ
来
た
『
諸
国
巡
見
使
』
―
天

保
九
年
巡
見
使
の
記
録
と
解
説
―
」（『
西
南
学
院
大
学
博
物
館
紀
要
』
四
号
、
二
〇
一
六
年
）、
森
弘
子
・
宮
崎
克
則
「
天
保

九
年

幕
府
巡
見
使
の
従
者
日
記
（
一
）
―
立
野
良
道
『
西
海
道
日
記
』
一
・
二
・
三
・
四
巻
―
」（『
西
南
学
院
大
学
博
物

館
紀
要
』
五
号
、
二
〇
一
七
年
）、
森
弘
子
・
宮
崎
克
則
「
天
保
九
年

幕
府
巡
見
使
の
従
者
日
記
（
二
）
―
立
野
良
道
『
西

海
道
日
記
』
五
・
六
・
七
巻
―
」（『
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
論
集
』
三
二－

一
号
、
二
〇
一
七
年
）、
森
弘
子
・
宮
崎
克
則

「
天
保
九
年

豊
前
・
豊
後
の
幕
府
巡
見
使
記
録
―
『
江
戸
ヨ
リ
大
坂
迄
巡
行
記
、
豊
後
巡
行
記
并
大
坂
ヨ
リ
海
上
豊
前
迄
巡

行
記
一
・
二
・
三
巻
』
―
」（『
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
論
集
』
三
二－

一
号
、
二
〇
一
八
年
）、
森
弘
子
・
宮
崎
克
則
「
天

保
九
年

幕
府
巡
見
使
へ
の
対
応
書
―
島
原
藩『
改
席
御
巡
見
用
下
調
書
留
書
抜
』
―
」（『
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
論
集
』

三
三－

二
号
、
二
〇
一
九
年
）、
森
弘
子
・
宮
崎
克
則
「
天
保
九
年

幕
府
巡
見
使
へ
の
対
馬
藩
対
応
（
一
）（
二
）（
三
）

（
四
）
―
宗
家
文
書
『
巡
検
上
使
記
録

御
勘
定
奉
行
所
』
―
」（『
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
論
集
』
三
六－

一
号
・
二
号
、

三
七－

一
号
・
二
号
、
二
〇
二
一
〜
二
三
年
）、
隈
裕
子
・
上
園
慶
子
・
宮
崎
克
則
「
天
保
九
年

博
多
で
休
む
幕
府
巡
見
使

へ
の
対
応
記
録
―
『
御
巡
見
使
記
録
』
の
解
読
―
」（『
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
論
集
』
三
七－

一
号
、
二
〇
二
二
年
）

（
３
）
久
野
哲
矢
「
唐
津
藩
船
手
松
下
家
関
係
史
料
に
つ
い
て
―
岩
下
家
史
料

目
録
・
解
題
Ⅰ
―
」（『
佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物

館
研
究
紀
要
』
一
五
集
、
二
〇
〇
九
年
）、
久
野
哲
矢
・
中
村
久
子
他
「
岩
下
家
史
料

文
化
八
年
通
信
使
来
聘
関
係
出
役
記

録
」（『
佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館
研
究
紀
要
』一
五
集
、
二
〇
〇
九
年
）、
久
野
哲
矢「
岩
下
家
史
料

目
録
・
解
題
Ⅱ
」（『
佐
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賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
六
集
、
二
〇
一
〇
年
）、
久
野
哲
矢
「
唐
津
藩
船
手
に
よ
る
特
産
品
売
買
」（『
佐
賀

県
立
名
護
屋
城
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
八
集
、
二
〇
一
二
年
）、
久
野
哲
矢
「
唐
津
藩
船
手
職
務
一
覧
（
上
）」（『
佐
賀
県
立
名

護
屋
城
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
九
集
、
二
〇
一
三
年
）、
久
野
哲
矢
「
唐
津
藩
船
手
職
務
一
覧
（
下
）」（『
佐
賀
県
立
名
護
屋
城

博
物
館
研
究
紀
要
』
二
〇
集
、
二
〇
一
四
年
）

（
４
）
小
宮
前
掲
論
文
、
お
よ
び
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
〜
六
七
年
）。
ま
た
、
宝
暦
十
一
年
『
九

州
筋
旅
中
文
通
留

大
久
保
勘
三
郎
扣
』（「
山
口
文
庫
」
一
四－

一
二
四
号
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
）
は
壱
岐
の
郷
土
史

家
の
山
口
麻
太
郎
氏
が
蒐
集
し
た
原
史
料
で
あ
る
。
天
保
九
年
巡
見
使
と
し
て
九
州
へ
派
遣
さ
れ
た
大
久
保
勘
三
郎
（
小
姓
組

番
・
一
二
〇
〇
石
）
が
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
久
保
は
九
州
へ
派
遣
さ
れ
る
と
き
、
前
例
を
調
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
宝
暦
十
一
年
派
遣
の
巡
見
使
が
ど
の
よ
う
な
「
文
通
」
を
し
て
い
た
の
か
手
紙
の
写
し
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
相
手
は
京

都
や
大
坂
の
幕
府
要
職
、
巡
見
先
の
大
名
た
ち
で
あ
る
。

（
５
）
寛
文
七
年
「
覚
」（『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
三
巻
、
三
三
一
頁
、
創
文
社
、
一
九
八
一
年
）

一
、
三
人
之
内
相
煩
候
時
分
見
合
、
先
え
可
罷
越
候
、
た
と
ひ
両
人
煩
候
ハ
ヽ
、
壱
人
成
共
先
え
可
罷
越
事

（
６
）
森
弘
子
・
宮
崎
克
則
「
天
保
九
年

幕
府
巡
見
使
の
従
者
日
記
（
二
）
―
立
野
良
道
『
西
海
道
日
記
』
五
・
六
・
七
巻
―
」

（『
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
論
集
』
三
二－

一
号
、
二
〇
一
七
年
）

（
７
）
川
添
昭
二
他
校
訂
『
新
訂
黒
田
家
譜
』
四
巻
、
三
七
二
頁
（
文
研
出
版
、
一
九
八
二
年
）

（
８
）『
久
留
米
市
史
』
九
巻
、
資
料
編
（
近
世
Ⅱ
）、
九
九
八
頁
、
一
九
九
三
年
、（「
久
留
米
藩
船
屋
敷
」『
門
司
郷
土
叢
書
』
七
五
、

一
九
五
七
年
、
日
比
野
利
信
氏
の
ご
教
示
よ
る
）
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【
凡
例
】

�
解
読
に
あ
た
り
、
用
字
は
原
史
料
の
と
お
り
と
す
る
が
、
常
用
漢
字
の
あ
る
も
の
は
こ
れ
を
用
い
た
。

�
「
ゟ
」（
よ
り
）、「
〆
」（
し
め
）
は
原
史
料
の
と
お
り
と
し
た
。「

」
は
「
等
」、「
江
」
は
「
え
」
と
し
た
。

�
変
体
仮
名
は
、
平
仮
名
に
改
め
た
。

�
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
、
□
と
し
た
。

�
欠
字
・
平
出
は
と
も
に
省
略
し
た
。

�
読
点
は
解
読
者
に
よ
る
。
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【
表
紙
】

二
月
廿
七
日
江
戸
御
発
足

宝
暦
十
一
年

四
月
五
日
呼
子
御
着

五
月
九
日
平
戸
浦
志
自
岐
御
着

土
井
様
御
例

御
巡
見
御
用
諸
事
覚

巳
三
月

【
本
文
】

宝
暦
十
一
年
巳
正
月
十
九
日
、
御
船
々
乗
組
左
之
通

一
、

大
畜
丸

大
舟
頭

大
畜
丸
え

大
舟
頭

川
口
陸
右
衛
門

小
頭小

島
佐
野
右
衛
門

山
立

山
立松

下
伊
右
衛
門
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同
吉
田
嘉
左
衛
門

梶
取

梶
取山

崎
兵
太
夫

同
藤
田
茂
太
夫

御
手
大
工

浦
田
弥
兵
衛

唄
上

唄
上渋

谷
信
右
衛
門

同
松
下
市
郎
右
衛
門

同
内
山
庄
太
夫

同
湊
和
太
夫

艪
口

艪
口湯

浅
武
太
夫
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同
阿
賀
藤
助

同
山
崎
好
左
衛
門

同
渋
谷
作
太
夫

乗
組

乗
組松

下
太
郎
兵
衛

同
小
宮
喜
八

同
河
口
九
太
夫

同
森
中
勘
平

同
吉
崎
太
郎
右
衛
門

同
浦
田
条
八
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同
梅
田

右
衛
門

同
川
口
所
助

同
森
中
勘
七

同
靍
田
与
兵
衛

同
浦
田
弥
惣
太

同
石
井
与
助

平
組

平
組梯

村
喜
平
次

藤
田
条
助

町
船
大
工

町
船
大
工
壱
人
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一
、

先
箭
丸

先
箭
丸
え

小
船
頭

湯
浅
忠
太
夫

梶
取内

山
善
太
夫

一
、

御
召
天
当

御
召
天
当
え

艪
口大

崎
又
市

一
、

護
国
丸

護
国
丸
へ

小
舟
頭

山
崎
野
助

梶
取
平
組

湯
浅
嘉
平

辻
半
悦

一
、
八

立
え

平
組西

川
銀
蔵

一
、

太
郎
坊
丸

太
郎
坊
丸
え

小
頭藤

田
種
七

目
付原

田
官
太
夫
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小
舟
頭

後
藤
清
七

物
書小

宮
豊
助

内
詰湯

浅
竜
七

梶
取高

浜
幸
右
衛
門

山
立高

浜
吉
次

奉
行
供

高
浜
幸
四
郎

同
林
半
助

町
船
大
工
壱
人

一
、
塗
八

立

平
組小

島
兵
助
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一
、

自
在
丸

自
在
丸

小
舟
頭

渋
谷
林
右
衛
門

梶
取松

下
代
蔵

一
、

左
進
丸

左
進
丸

小
舟
頭

小
宮
惣
太
夫

梶
取山

崎
仁
兵
衛

一
、
八

立

川
口
幸
助

水
主
扶
持
支
配

小
頭

湯
浅
竜
右
衛
門

一
、

御
見
送
船

御
見
送
船

小
舟
頭

吉
田
松
右
衛
門

梶
取野

崎
四
五
右
衛
門

宝暦11（1761）年 幕府巡見使を乗せた唐津藩船手の記録－ 127 －



二
月
七
日

一
、
御
巡
見
御
上
使
様
、
当
月
廿
日
、

江
戸
表
御
発
駕

江
戸
表
御
発
駕
被
成
候
由
申
来
候
趣
、
其
後
同
廿
七
日
、
江
戸
表
御
発
駕
被

成
候
儀
申
来

一
、
御
巡
見
御
用
之
御
船
々
、
御
作
事
為
御
用
、
諸
役
正
月
六
日
よ
り
相
勤

一
、
二
月
十
三
日
、
左
之
通
書
付
御
上
へ
差
出

覚

一
、
高
島

一
、
神
集
島

一
、
呼
子

一
、
加
部
島

一
、
名
古
屋

一
、
外
津

一
、
仮
屋〆

右
、
御
領
分
宜
泊
ニ
而
御
座
候

二
月
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覚

一
、
五
拾
三
艘

御
手
船

御
手
船

此
訳五

拾

立
よ
り
四
拾
弐

立
迄

関
船

関
船
拾
壱
艘

三
拾
六

立
よ
り
八

立
迄

小
早
船

小
早
船
拾
七
艘

九
艘

天
満

拾
六
艘

川
船

〆

右
之
通
、
弐
通
上
包
い
た
し
差
出

二
月
十
四
日

一
、
御
巡
見
就
御
用
、
壱
州
迄

漕
舟
才
領

漕
舟
才
領
被
越
候
人
数
、
左
之
通

渋
谷
秀
右
衛
門

田
中
友
七

橋
本
好
右
衛
門
倅

助
治
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後
藤
清
七
倅

民
助

松
下
助
太
夫

松
下
助
太
夫
倅

助
七

太
田
伊
兵
衛
倅

熊
右
衛
門

〆
六
人

右
之
通
、
銘
々
申
渡

一
、
御
巡
見
御
用
被
仰
付
候
者
共
、
正
月
ニ
ハ
人
数
揃
居
候
様
、
尤
江
戸
・
大
坂
上
乗
御
用
等
ハ
不
申
付
、
長
崎
上

乗
、
島
廻
り
等
は
相
勤
候
由
、
是
等
之
趣
は
前
廉
申
付
候

一
、
御
用
懸
之
者
共
御
切
米
、
前
廉
ニ
相
願
候
趣
、
且
小
舟
頭
已
下
壱
人
前
米
弐
俵
ツ
ヽ
拝
借
相
願
済
、
是
等
申
渡

臨
其
節
可
申
事

一
、

青
山
七
右
衛
門

青
山
七
右
衛
門
様

御
上
下
三
十
四
人

一
、

神
保
帯
刀

神
保
帯
刀
様

御
持
鎗
弐
筋
充

一
、

花
房
兵
右
衛
門

花
房
兵
右
衛
門
様

此
御
二
方
様
は
他
所
御
舟
ニ
被
為
召
候
故
、
御
上
下
御
人
数
不
知

但
、
右
御
方
様
御
紋
所
、
御
鎗
之
様
子
、
兼
而
御
老
中
へ
相
伺
置
へ
し
、
同
し
紋
所
、

同
し
鎗
な
と
之
節
は
遠
慮
之
た
め
某
覚
也

一
、

対
州

御
条
目

対
州
行
、
銘
々
え
御
条
目
左
之
通
、
上
役
呼
出

覚

此
御
条
目
未
出
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一
、
先
年
被
仰
出
候
御
条
目
之
趣
、
堅
相
守
可
申
事

（
マ
マ
）

一
、
御
船
行
烈
混
雑
無
之
様
可
仕
候
、
押
船
・
走
舟
共
ニ
御
本
船
を
見
合
進
退
可
仕
候
、
御
供
舟
下
り
候
ハ
ヽ
、

御
本
船
ニ
而
待
合
、
乗
方
過
不
及
無
之
様
可
仕
候
事

一
、
壱
番
貝
ニ
而
苫
を
取
、
弐
番
貝
ニ
而
碇
を
揚
ケ
、

太
鼓
打

太
鼓
打
出
出
船
之
事

一
、
山
立
・
楫
取
大
切
之
役
儀
候
間
、
諸
事
入
念
相
勤
、

日
和
相
談

日
和
相
談
、
帆
挙
ヶ
下
ヶ
共
ニ
我
意
を
不
立
、
相
談
可

仕
候
事

一
、
上
使
御
荷
物
請
取
、
船
積
・
渡
方
等
等
之
儀
、
山
立
両
人
并
梶
取
両
人
ニ
而
入
念
支
配
可
仕
候
、
尤
大
舟
頭
、

小
頭
立
会
可
申
候
事

一
、
御
本
船
御
屋
形
廻
り
、
其
外
此
方
ゟ
積
入
候
諸
道
具
、
御
船
ニ
而
歌
上
四
人
立
会
、
請
取
候
而
、
麁
相
無
之

様
支
配
可
仕
候
事

但
、

上
使
之
御
道
具

上
使
之
御
道
具
之
儀
は
、
無
差
図
候
ハ
ヽ
取
扱
申
間
舗
候
事

一
、
御
乗
船
被
成
候
ハ
ヽ
、
常
香
番
ニ
当
候
唄
上
之
者
、
常
香
刻
限
相
遅
無
之
様
ニ
入
念
、
夜
中
火
之
元
等
心
付

可
申
候
事

一
、

船
唄

船
唄
は
勿
論
之
儀
、
乗
組
之
者
引
廻
し
之
儀
、
唄
上
四
人
心
を
付
、
不
作
法
無
之
様
ニ
可
仕
候
事

一
、
御
船
乗
走
り
取
繋
等
之
儀
、
山
立
役
よ
り
可
致
差
図
候
事

一
、
艫
両
人
之
平
組
、
御
舟
押
シ
走
り
之
節
、
浦
人
共
不
働
不
仕
候
様
可
申
付
候
、
艫
火
元
之
儀
浦
人
共
へ
も
堅

可
申
付
候
、
御
用
之
品
出
し
入
、
念
を
入
麁
末
取
扱
申
間
敷
候
事
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一
、
乗
組
之
内
両
人
充
、
毎
夜
半
夜
代
り
に
不
寝
番
仕
、
火
之
元
改
可
申
候
事

一
、
今
度
、
他
所
役
人
と
出
合
之
儀
、
少
も
麁
末
成
儀
無
之
様
、
他
所
人
え
対
シ
差
図
ケ
間
敷
儀
、
過
言
無
之
様
、

日
和
見
等
之
節
も

私
意

私
意
ヲ
不
立
、
入
念
可
遂
相
談
候
、
無
用
之
雑
談
相
慎
可
申
候
事

一
、
諸
船
共
々
、
少
も
口
論
ケ
間
敷
儀
、
相
互
ニ
慎
差
扣
可
申
候
、
若
堪
忍
難
成
儀
在
之
候
ハ
ヽ
、
其
頭
分
之
者

へ
可
申
聞
候
、
其
節
、
了
簡
可
申
付
候
事

一
、
諸

勝
負
事

勝
負
事
、
大
小
に
よ
ら
す
一
切
停
止
申
付
候
事

一
、

酒

酒
給
候
義
、
堅
無
用
可
仕
候
、
上
使
御
乗
船
中
、
平
戸
御
着
迄
之
間
、
自
分
と
し
て
少
シ
も
給
へ
申
間
敷
候
、

若
被
下
候
時
分
ハ
各
別
之
事

一
、
浦
人

陸
へ
揚

陸
へ
揚
候
節
は
、
今
度
銘
々
所
書
申
付
、
下
ヶ
札
渡
置
候
間
、
一
度
々
ニ
相
渡
可
申
候
、
勿
論
札
数
、

毎
夜
諸
舟
其
頭
分
之
者
改
可
申
候
事

一
、

た
は
こ

た
は
こ
給
候
義
、
其
所
ニ
而
給
へ
、
く
わ
へ
き
せ
る
ニ
而
立
あ
る
き
候
儀
、
堅
仕
間
敷
候
事

一
、
御
船
走
り
候
時
分
、
乗
組
之
者
之
内
四
人
充
、
帆
前
ニ
相
勤
油
断
い
た
し
申
間
敷
候
事

一
、
綱
・
碇
取
扱
之
儀
、
艪
口
第
一
ニ
相
勤
可
申
候
、
尤
天
満
船
へ
乗
組
之
内
、
弐
人
充
乗
り
可
申
候
事

一
、
御
本
船
へ
乗
組
之
者
、
高
声
不
仕
候
様
ニ
随
分
物
静
に
可
仕
事

一
、
今
度
、
御
用
ニ
罷
越
候
者
と
も
浦
人
ニ
至
迄
、

長
髪
・
乱
髪

長
髪
・
乱
髪
不
仕
候
様
、
毎
朝
相
嗜
可
申
候
、
諸
船
と
も
に

互
ニ
気
を
付
可
申
事

一
、
上
使
御
乗
り
上
り
被
成
候
節
、
御
召
天
当
よ
り
拍
子
木
五
ツ
充
打
可
申
候
、
其
節
諸
舟
之
者
共
下
ニ
居
相
慎
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可
申
事

一
、
万
一
諸
船
之
内
不
慮
之
儀
出
来
候
ハ
ヽ
、
其
舟
よ
り
早
拍
子
木
打
可
申
候
、
諸
舟
相
互
ニ
心
を
付
合
可
申
事

右
之
條
々
堅
相
守
、
違
背
無
之
様
相
勤
可
申
候

巳
二
月

右
之
御
条
目
、
於
役
所
懸
之
者
共
へ
為
誦
渡
候

二
月

一
、
御
巡
見
御
用
ニ
付
、
浦
々
え
為
船
頭
・
小
舟
頭
両
人
、
橋
本
好
右
衛
門
・
山
中
梯
右
衛
門
申
付
候
、
尤
呼
子
ニ

而
御
召
場
も
見
分
い
た
し
参
候
様
申
付
候

一
、

大
畜
丸
御
幕

大
畜
丸
御
幕
上
ヶ
下
ヶ
之
儀
、
乗
組
よ
り
九
太
夫
・
勘
平
・
条
八
・
新
助
相
勤
候

一
、
御
巡
見
御
用
之
御
船
々
、
浦
加
子
前
触
六
通
出
申
候

三
月
十
日

一
、
御
巡
見
御
用
ニ
付
、
呼
子
浦
御
召
場
為
見
分
天
気
見
合
罷
越
候
様
、
小
頭
役
藤
田
種
七
へ
申
付
ル

同
日
、
差
上
、
左
之
通

覚

一
、

御
領
分
船
数

御
領
分
船
数
、
千
百
弐
拾
七
艘
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此
訳

百
九
拾
九
艘

穀
船

六
百
六
艘

天
當

九
拾
壱
艘

網
船

三
拾
四
艘

天
満

拾
弐
艘

双
海

三
拾
弐
総

鯨
船

鯨
船

百
三
拾
八
艘

川
船

拾
五
艘

投
網
船

〆

巳
三
月

一
、

対
州
行

対
州
行
大
舟
頭
壱
人
へ
、
御
貸
人
壱
人

一
、
小
頭
両
人
、
目
付
壱
人
へ
、
雨
具
持
御
貸
し
中
間
壱
人
ツ
ヽ

但
、
勝
手
ニ
来
候
ハ
ヽ
、
手
前
雇
ニ
成
共
勝
手
次
第
、
此
節
は
自
分
雇
ニ
而
相
渡
申
候

一
、

町
大
工

町
大
工
弐
人
、
壱
人
ニ
壱
日
三
分
ツ
ヽ
増

是
は
乗
組
之
内
へ
加
へ
遣
候
、
町
大
工
弐
人
也

－ 134 －



三
月
十
四
日

一
、
御
巡
見
之
御
方
、
二
月
廿
七
日
江
戸
御
出
立
之
由
申
来

覚

呼
子

呼
子
ゟ
御
乗
舟
、
夫
よ
り

壱
州
郷
ノ
浦
へ

十
三
里

同
所
ゟ
同
勝
本
へ

五
り

同
所
ゟ
対
州
府
中
へ

四
十
八
里

同
所
ゟ
壱
州
郷
浦
へ

五
十
三
り

（
的
山
大
島
）

同
所
ゟ
平
戸

あ
づ
ち
お
お
し
ま

的
山
大
島

小
豆
大
島
へ

十
三
里

同
所
ゟ
同
池
ノ
内
へ

八
里

同
所
ゟ
五
島
宇
久
島
へ

八
里

同
所
ゟ
同
若
松
へ

十
四
里

（
奈
留
）

同
所
ゟ
同
な
る
へ

十
一
里

同
所
ゟ
同
御
城
下
虎
府
へ

三
里

同
所
ゟ
鯛
浦
へ

十
一
里

同
所
ゟ
大
村
平
島
へ

四
里

同
所
ゟ

平
戸
志
自
岐

平
戸
志
自
岐
浦
へ

十
里

是
よ
り
被
遊
御
揚
、
御
船
夫
よ
り
引
取
申
候
、
前
方
御
巡
見
被
遊
候
順
ニ
而
御
座
候
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右
之
通
御
座
候

巳
三
月

右
之
書
付
、
支
配
よ
り
奉
行
へ
差
出
候

三
月
十
五
日

一
、
御
巡
見
様
、
江
戸
表
二
月
廿
七
日
御
出
立
之
由
、
又
候
申
来

同
十
六
日

一
、
御
舟
々
浦
加
子
、
来
廿
一
日
未
明
よ
り
差
出
候
様
、
浦
々
へ
回
状
出
ス

一
、
籠
肴
請
取
候
段
、
日
記
ニ
相
見
へ
候
、
此
外
ニ
も
諸
品
可
有
之
候
、
其
節
調
可
申
候

一
、

土
井
様
御
奉
行

土
井
様
御
奉
行
曲
渕
八
郎
兵
衛
、
三
月
廿
六
日
七
半
時
分
、
乗
舟
荷
物
積
仕
廻
、
支
配
不
残
乗
船
、
直
ニ
島
流

申
付
候
由
、

先
箭
丸

先
箭
丸
・
太
郎
丸
・
自
在
丸
夜
ニ
入
高
島
へ
入
船
、
相
残
御
船
々
潮
時
悪
敷
、
御
城
下
へ
滞
舟
、
高

島
へ
御
船
々
相
揃
、
直
出
船

一
、
呼
子
浦
へ
着
船
注
進
状
、
左
之
通

一
筆
致
啓
上
候
、
然
は
今
朝
卯
中
刻
頃
、
御
船
々
不
残
出
舟
、
午
ノ
下
刻
呼
子
浦
へ
致
入
津
候
、
右
為
可
得

御
意
如
此
御
座
候
、
恐
惶

三
月
廿
七
日

曲
渕
八
郎
兵
衛

曲
渕
八
郎
兵
衛
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一
、

呼
子
浦

呼
子
浦
ニ
而
万
一
出
火
有
之
候
ハ
ヽ
、
御
上
使
様
共
ニ
御
船
へ
御
退
被
成
候
条
、
御
船
々
舟
頭
兼
而
左
様
相
心

得
候
様
可
申
渡
置
旨
、
御
舟
方
目
付
へ
申
渡
置
候
、
其
外
一
統
右
之
様
可
相
心
得
候

一
、
三
月
廿
八
日
、
呼
子
滞
舟（

進
）

一
、

船
唄
稽
古

船
唄
稽
古
之
儀
、
御
精
心
日
除
ケ
、
稽
古
い
た
し
候
様
申
付
ル

一
、
昨
廿
七
日
、

佐
賀
御
船

佐
賀
御
船
々
も
名
古
屋
・
加
部
島
之
間
ニ
相
見
へ
、
晩
方
四
五
艘
も
呼
子
へ
致
入
津
、
残
御
船
々
、

今
廿
八
日
朝
、
御
本
船
両
艘
共
ニ
入
津
い
た
し
候

一
、
右
ニ
付
、
此
方
奉
行
共
ゟ
佐
賀
船
奉
行
中
へ
口
上
に
て
使
差
遣

今
有
之
候
得
共
、
何
ニ
付
て
之
使
口
上
と
申
事
無
之
候
、
定
而
御
巡
見
ニ
付
而
出
張
候
舟
々
入
津
ニ
付
談
入

候
、
且
見
廻
り
等
之
儀
に
て
可
有
之
と
被
存
候

一
、
御
台
所
奉
行
上
村
豊
左
衛
門
・
徒
目
付
木
村
平
蔵
、
上
下
弐
人
ツ
ヽ
手
付
中
三
人
召
連
、
御
城
下
よ
り
乗
組
申

候
、
深
川
儀
右
衛
門
は
、
護
国
丸
へ
乗
組
申
候

一
、

平
戸

平
戸
よ
り
四
拾

立
、
鯨
船
数
艘
引
連
、
昼
時
分
致
入
津
候

一
、
曲
渕
八
郎
兵
衛
、
大
畜
丸
ニ
而

佐
賀
役
人

佐
賀
役
人
へ
対
談
被
致
之
由
に
て
罷
出
候
、
尤
乗
船
塗
八

立
、
供
廻
り
上
下

六
人
、
物
書
壱
人
、
是
又
一
所
ニ
供
申
付
、
大
畜
丸
ニ
而
佐
賀
・

平
戸

平
戸
御
舟
奉
行
へ
対
談
い
た
し
候

一
、
今
日
、

日
和
山

日
和
山
為
見
分
、
河
口
陸
右
衛
門
・
小
島
佐
野
右
衛
門
・
藤
田
種
七
罷
出
、
呼
子
尾
野
上
と
申
山
ゟ
沖

方
宜
見
へ
申
候
由
申
聞
候
、
原
田
官
太
夫
も
出
候
筈
之
処
、
用
向
有
之
残
居
候

一
、
御
上
使
様
、
渕
上
川
御
渡
場
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御
召
船

一
、
町
日
除

川
船

川
船
三
艘

御
手
加
子
六
人

壱
艘
ニ
弐
人
ツ
ヽ

新
六

庄
七

銀
六

喜
平

久
米
七

政
治

御
家
老
乗
舟

一
、
町
日
除
川
船
三
艘

所
加
子

壱
艘
弐
人
ツ
ヽ

一
、
御
供

町
川
船

町
川
船
十
五
艘

所
加
子
三
拾
人

壱
艘
弐
人
充

小
舟
頭

松
下
平
左
衛
門

同

高
浜
甚
四
郎

同

川
口
陸
太
夫

同

高
木
六
四
郎

小
頭

坂
本
常
右
衛
門

雨
具
持
御
中
間
壱
人

大
舟
頭

原
田
関
左
衛
門

御
供
中
間
壱
人
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奉
行
供

内
詰
壱
人

浅
右
衛
門

青
山
七
右
衛
門

青
山
七
右
衛
門
様
御
乗
船

大
川
御
座

左
之
拾
四
人
之
内
よ
り
唄
上
両
人
為
勤

市
郎
左
衛
門

林
大
夫

作
太
夫

与
助

丈
八

吉
次

戸
右
衛
門

兵
蔵

文
平

林
蔵

儀
助

常
七

半
治

貞
七

〆

大
舟
頭
壱
人

拾
四
人

神
保
帯
刀

神
保
帯
刀
様
御
乗
船

二
番
御
座

左
之
拾
弐
人
之
内
よ
り
唄
上
両
人
為
相
勤
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庄
太
夫

政
七

勘
平

九
太
夫

儀
吉

四
方
助

茂
八

丈
助

伝
治

助
五
郎

喜
八

甚
六

〆

小
頭
壱
人

拾
弐
人

花
房
兵
右
衛
門

花
房
兵
右
衛
門
様
御
乗
船

三
番
御
座

左
之
拾
弐
人
之
内
よ
り
唄
上
可
相
勤

藤
助

右
衛
門

太
郎
兵
衛

弥
惣
太

与
兵
衛

友
七

助
治

官
次

両
吉

紋
太
夫

惣
右
衛
門

助
七

〆

小
頭
壱
人

拾
弐
人
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町
日
除
川
船
参
艘

御
手
加
子
六
人

壱
艘
弐
人
充

新
六

庄
七

銀
六

喜
兵
衛

久
米
七

政
治

御
家
老

御
家
老
乗
船

町
日
除
川
船
三
艘

浦
加
子
六
人

壱
艘
弐
人
充

町
川
船
四
拾
艘

船
付
壱
人
ツ
ヽ
四
拾
人

町
人
足
ツ
ヽ
四
拾
人

〆
八
拾
人

通
ひ
船

奉
行
乗
船

浦
加
子
弐
人

同
人
供

内
詰
壱
人

保
右
衛
門

小
舟
頭

高
浜
甚
四
郎

川
口
陸
太
夫
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大
舟
頭

原
田
関
左
衛
門

同
供
中
間
壱
人

小
頭山

崎
五
太
夫

雨
具
持
御
中
間
壱
人

坂
本
常
右
衛
門

雨
具
持
御
中
間
壱
人

小
宮
惣
助

雨
具
持
御
中
間
壱
人

目
付藤

田
両
太
夫

御
家
老
乗
船
之
加
子

浦
加
子
六
人

奉
行
乗
船
之
加
子

浦
加
子
弐
人

大
川
御
座

浦
人
六
人

二
番
御
座

浦
人
四
人

三
番
御
座

浦
人
四
人

〆
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覚

市
郎
右
衛
門

庄
太
夫

作
太
夫

藤
助

与
助

条
八

戸
右
衛
門

与
兵
衛

勘
平

九
太
夫

喜
八

右
衛
門

所
助

勘
七

吉
郎
兵
衛

弥
惣
太

吉
次

半
治

条
助

甚
四
郎
倅

甚
六

官
太
夫
倅

官
次

五
太
夫
倅

林
蔵

半
治
弟

儀
助

常
右
衛
門
倅

常
七

勘
七
弟

貞
七
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紋
太
夫
弟

儀
吉

与
次
左
衛
門
倅

四
方
助

伊
右
衛
門
倅

伝
次

与
兵
衛
弟

助
五
郎

好
右
衛
門
倅

助
次

伊
兵
衛
倅

熊
右
衛
門

助
大
夫
倅

助
七

〆
参
拾
弐
人

右
之
人
数
、

諸
船
乗
組

諸
船
乗
組
居
申
候
付
、
其
舟
々
船
頭
へ
申
付
、
今
昼
時
分
迄
ニ
御
舟
宮
方
へ
遣
申
候

一
、
呼
子
御
番
代
服
部
為
右
衛
門
殿
ゟ
対
州
え
此
方
様
よ
り
被
遣
候
御
船
々
之
書
付
、
佐
賀
御
船
よ
り
借
ニ
参
候
由

申
候
ニ
付
、
致
書
付
遣
候
、
左
之
通

青
山
七
右
衛
門
様

御
召
船

御
召
船

御
召
船

一
、

大
畜
丸

大
畜
丸

五
拾

立

弐
人
掛
り

御
召
替

一
、

先
箭
丸

先
箭
丸

三
拾
弐

立
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浅
行

一
、
御
召
天
当

拾

立

御

風
呂
船

風
呂
船

一
、
左
進
丸

参
拾
四

立

御
供
舟

一
、
護
国
丸

五
拾

立

此
方
役
人
乗
船

一
、
太
郎
坊
丸

五
拾

立

荷
物
船

荷
物
船

一
、
自
在
丸

弐
拾
八

立

一
、
八

立
三
艘

〆

船
奉
行

船
奉
行

曲
渕
八
郎
兵
衛

目
付

目
付近

藤
安
兵
衛

医
師

医
師得

能
典
礼
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外
治池

園
柳
水

大
畜
丸
船
頭

川
口
陸
右
衛
門

三
月

右
之
通
ニ
而
遣
候

一
、

佐
賀
御
船

佐
賀
御
船
々
并
諸
役
人
書
付
、
呼
子
庄
ヤ
山
下
宗
内
方
よ
り
差
出
候
、
左
之
通

船
附

御
乗
船

一
、

大
宮
丸

大
宮
丸

六
拾
弐

立

御
召
浅
行

一
、

万
寿
丸

万
寿
丸

弐
拾
六

立

御
行
水
船

一
、
小
雀
丸

四
拾
弐

立

御
供
船

一
、
灘
吉
丸

五
拾
六

立

一
、
小
早

壱
艘
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右
は

神
保
帯
刀

神
保
帯
刀
様
へ
御
用
船

御
乗
船

一
、

山
田
丸

山
田
丸

六
拾
弐

立

御
召
浅
行

一
、

福
田
丸

福
田
丸

三
拾
六

立

御
行
水
船

一
、
六
所
丸

四
拾
弐

立

御
供
船

一
、
一
葉
丸

五
拾
六

立

一
、
小
早

一
艘

右
は

花
房
兵
右
衛
門

花
房
兵
右
衛
門
様
御
用
船

一
、
荷
物
船

壱
艘

一
、
四
拾
六

立

壱
艘

一
、
小
早

弐
艘

右
は

此
方
役
人

此
方
役
人
供
用
船

大
宮
丸
船
頭

大
宮
丸
舟
頭

坂
田
弥
左
衛
門
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山
田
丸
船
頭

松
林
源
蔵

以
上

三
月

覚

御
案
内
之
者

井
原
忠
右
衛
門

船
奉
行

川
浪
嘉
右
衛
門

船
奉
行

川
浪
嘉
右
衛
門

医
師

加
賀
宗
格

外
科

山
本
元
忠

右
之
外
小
役
之
者
共
罷
越
候
、
以
上

三
月

一
、
土
井
船
奉
行
八
郎
兵
衛
、
大
畜
丸
へ
罷
越
、

佐
賀
船
奉
行

佐
賀
船
奉
行
川
浪
嘉
右
衛
門
方
へ
申
遣
之
候
ハ
、
先
刻
得
御
意
候

通
、
大
畜
丸
え
相
待
罷
在
候
間
、
御
出
被
下
候
様
申
遣
候
処
、
早
速
嘉
右
衛
門
被
参
候

一
、

平
戸
近
藤
丈
右
衛
門

平
戸
近
藤
丈
右
衛
門
方
へ
申
遣
之
候
ハ
、
先
刻
申
遣
候
通
、
大
畜
丸
へ
嘉
右
衛
門
殿
被
参
相
待
居
候
間
、
御
指

合
も
無
御
座
候
ハ
ヽ
、
只
今
御
出
可
被
下
旨
申
遣
、
早
速
被
参
候
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但
、
御
用
談
計
ニ
而
則
帰
宅

多
葉
粉
盆
弐
面
差
出
ス

御
用
談
ニ
付
、
硯
・
墨
・
紙
等
心
懸
、
手
廻
ニ
差
置

一
、
佐
賀
舟
頭
へ
此
方
舟
頭
・
小
頭
・
目
付
、
諸
事
致
対
談
申
合
候
様
、
右
両
役
へ
申
付
候

一
、
尾
ノ
上
え

日
和
見

日
和
見
之
山
見
立
と
し
て
、
河
口
陸
右
衛
門
・
藤
田
種
七
・
小
島
佐
野
右
衛
門
・
松
下
伊
右
衛
門
・

湯
浅
忠
太
夫
・
山
崎
兵
太
夫
罷
越
候
而
、
尾
ノ
上
可
然
旨
何
も
申
候

三
月
廿
九
日

一
、
夜
前
、
夜
更
、
左
之
通
書
状
来
候
、
是
は
左
之
通
頼
来
候
付
、
此
旨
御
家
老
よ
り
申
来
候
趣

松
浦
肥
前
守
様
御
家
来
、
近
藤
丈
右
衛
門
と
申
仁
、
此
度
為
御
案
内
呼
子
浦
へ
被
指
出
候
付
、
此
方
役
人
中

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

無
覆
蔵
申
談
遣
候
様
、
肥
前
守
様
為
仰
、
彼
方
家
老
中
よ
り
申
来
候
、
尤
松
平
丹
後
守
様
御
家
来
も
右
之
趣

頼
来
候
由
申
来

一
、
御
年
寄
衆
ゟ
、
御
巡
見
之
御
方
様
昨
廿
七
日
巳
之
刻
、

若
松
着
船

若
松
え
御
着
船
被
成
候
由
申
来

一
、
佐
賀
御
舟
奉
行
川
浪
嘉
右
衛
門
方
よ
り
、
今
度
も
御
上
使
様
御
召
船
漕
船
、
前
方
之
通
被
差
出
候
由
、
左
候
ハ
ヽ
、

幾
艘
と
申
儀
書
付
呉
候
様
申
越
候
ニ
付
、
漕
船
割
帳
面
之
通
、

佐
賀
御
船

佐
賀
御
船
之
分
計
書
抜
差
遣
申
候
、
尤
手
紙
相
認

遣
申
候

一
、
平
戸
近
藤
丈
右
衛
門
口
上
書
い
た
し
、
大
畜
丸
へ
被
致
持
参
候
趣
、
左
之
通
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口
上

先
刻
は
、
御
巡
見
使
若
松
へ
御
着
之
儀
、
早
速
被
仰
知
忝
奉
存
候
、
且
又
不
念
儀
故
申
残
候
、
此
節
之
御
巡

見
使
様
御
用
船
、
御
引
船
等
も
先
格
之
通
御
仕
出
可
被
成
候
付
、
こ
な
た
迄
手
前

引
舟

引
舟
召
連
登
不
及
儀
候
へ

は
、
壱
州
よ
り
半
途
迄
差
出
候
義
間
違
可
申
候
付
、
前
格
之
通
こ
な
た
迄
召
連
候
、
未
相
揃
不
申
候
得
共
、

必
定
爰
許
へ
御
出
船
之
節
は
相
揃
可
申
候
、
右
之
通
用
意
仕
候
儀
ニ
而
候
間
、
御
用
相
立
候
ハ
ヽ
、
本
望
存

候
間
、
当
浦
よ
り
成
共
御
船
頭
衆
御
差
図
次
第
罷
出
候
様
、
裁
判
之
者
へ
申
付
置
候
条
、
御
舟
役
衆
へ
も
右

之
段
被
仰
付
可
被
下
候
、
以
上

三
月
廿
九
日

近
藤
丈
右
衛
門

右
返
書
、
左
之
通
申
遣

先
刻
は
、
本
船
へ
御
口
上
書
御
持
参
被
下
候
処
、
下
船
ニ
罷
在
不
得
御
意
残
念
奉
存
候
、
此
節
御
巡
見
御
用

船
、
引
舟
等
も
先
格
之
通
申
付
置
候
、
御
国
元
ゟ
も
前
々
之
通
御
引
舟
被
仰
付
、
当
津
迄
御
乗
廻
被
成
候
付
、

入
用
之
節
相
用
候
様
被
仰
付
置
被
下
候
由
、
忝
次
第
奉
存
候
、
差
懸
候
義
も
御
座
候
間
、
左
様
思
召
可
被
下

候
、
右
御
礼
以
参
得
御
意
候
筈
候
得
共
、
此
節
城
下
よ
り
用
事
等
申
越
、
甚
取
込
罷
在
候
付
、
乍
略
儀
右
御

礼
如
此
御
座
候
、
書
外
期
貴
面
御
礼
可
申
述
候
、
以
上

三
月
廿
九
日

曲
渕
八
郎
兵
衛

近
藤
丈
右
衛
門
様
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一
、
左
之
通
之
手
紙
差
遣

未
得
御
意
候
得
共
、
以
手
紙
致
啓
上
候
、
然
ハ
今
度
御
巡
見
様
為
御
用
此
地
へ
御
越
被
成
候
由
、
御
大
儀
奉

存
候
、
拙
者
共
右
同
様
為
御
用
罷
越
候
、
依
之
懸
御
目
、
得
御
意
申
度
儀
御
座
候
間
、
御
船
へ
罷
出
可
申
候

哉
、
此
方
へ
御
出
可
被
下
哉
、
御
報
も
被
仰
聞
可
被
下
候
、
右
為
可
得
御
意
如
此
御
座
候
、
以
上

三
月
廿
九
日

原
田
官
太
夫

藤
田
権
七

川
口
陸
右
衛
門

大
宮
丸

大
宮
丸
舟
頭

坂
田
弥
左
衛
門
様

山
田
丸

山
田
丸
同

松
村
源
蔵
様

一
、
夜
前
、
左
之
通
申
来
、
近
藤
安
兵
衛
、
曲
渕
八
郎
兵
衛
は
同
船
之
訳
ニ
候
得
共
、
左
之
文
通
有
之
候
、
是
ハ
未

御
城
下
へ
罷
在
追
而
、
呼
子
へ
罷
越
候
趣
末
ニ
相
見
へ
候
、
此
所
ニ
而
ハ
不
審
故
、
朱
書
ニ
而
断
置
候

松
浦
肥
前
守
様
御
家
来
近
藤
丈
右
衛
門
と
申
仁
、
此
度
為
御
案
内
呼
子
浦
へ
被
指
出
候
間
、
此
方
御
役
人
中

無
覆
蔵
申
談
遣
候
様
、
肥
前
守
様
為
仰
、
彼
方
家
老
中
よ
り
申
来
候
由
、
尤
松
平
丹
後
守
様
御
家
来
も
右
之

趣
頼
来
候
由
、
御
家
老
九
郎
右
衛
門
殿
被
仰
渡
候
、
右
様
御
心
得
可
被
成
候
、
以
上
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三
月
廿
八
日

近
藤
安
兵
衛

曲
渕
八
郎
兵
衛
殿

一
、
御
巡
見
様
、
昨
廿
七
日
巳
刻
、
筑
前
御
領
若
松
え
御
着
船
被
成
候
、
是
又
左
様
御
心
得
可
被
成
候
、
右
之
趣
御

承
知
被
成
候
様
、
今
日
御
報
被
遣
候
様
申
来
候

一
、

佐
賀
舟
頭

佐
賀
舟
頭
中
と
知
る
人
に
来
り
、
御
用
向
掛
合
置
候
様
為
申
遣
候
処

右
返
書
、
無
間
も
八

立
よ
り
坂
田
弥
左
衛
門
・
松
林
源
蔵
被
参
、
太
郎
坊
丸
え
此
方
打
寄
居
候
故
、

護
国
丸

護
国

丸
ニ
而
可
懸
御
目
と
申
、
陸
右
衛
門
・
佐
野
右
衛
門
八

立
よ
り
是
又
護
国
丸
へ
参
申
候
、
跡
ゟ
種
七
・
官

太
夫
八

立
よ
り
何
も
羽
織
袴
ニ
而
致
出
会
、
日
和
山
掛
合
等
い
た
し
候
内
、
深
川
浅
右
衛
門
方
よ
り
盃
等

出
、
其
時
ニ
随
ひ
可
申
事
な
か
ら
、
為
見
合
、
左
ニ
記
置
候

盃

弐
ヶ
組

す
ま
し

吸
物

塩
鰤

た
い
〳
〵
（
橙
）

（
酢
び
て＝

酢
の
物
）

酢
ひ
て

小
皿

あ
わ
ひ

へ
き
セ
う
か
（
薄
く
切
っ
た
生
姜
）

セ
ん
し
茶

一
、
右
之
節
、
明
日
朝
飯
後
ニ
は
呼
子
尾
野
上
日
和
山
見
分
ニ
参
上
可
仕
候
間
、
其
所
ニ
而
沖
合
之
様
子
御
見
分
之

上
、
御
談
可
申
由
談
合
、
引
取

一
、

水
島（
満
島
）

水
島
川
、
御
巡
見
御
渡
御
用
御
船
々
え
乗
組
申
候
御
手
人
・
浦
加
子
・
雇
子
共
、
人
数
参
拾
三
人
、
今
昼
迄
差

立
遣
申
候
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三
月
晦
日

一
、
御
巡
見
上
使
様

御
先
触

御
先
触
参
候
、
諸
船
左
之
通
相
触
候
様
ニ
申
付

三
月
廿
八
日

芦
屋

御
泊

同

廿
九
日

赤
間

御
泊

同

晦
日

青
柳

御
泊

四
月
朔
日

姪
浜

御
泊

同

二
日

深
江

御
泊

同
三
日

浜
崎

御
泊

同
四
日

呼
子

御
泊

右
之
通
ニ
而
御
座
候

一
、
大
畜
丸

一
、
先
箭
丸

湯
浅
忠
太
夫

一
、
御
召
天
当

大
崎
又
市

一
、
左
進
丸

小
宮
惣
太
夫

一
、
護
国
丸

山
崎
野
助

一
、
太
郎
坊
丸

後
藤
清
七
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一
、
自
在
丸

渋
谷
林
右
ヱ
門

一
、
弐
番
八

立

西
川
銀
蔵

一
、
三
番
八

立

河
口
幸
助

一
、

目
付
近
藤
安
兵
衛

目
付
近
藤
安
兵
衛
上
下
六
人
、
今
日
午
下
刻
時
分
、
天
神
丸
よ
り
乗
、
呼
子
ニ
着
、
直
ニ
太
郎
坊
丸
へ
乗
移

一
、
此
間
、
諸
浦
加
子
、
若
松
御
着
之
程
相
知
不
申
候
付
指
戻
置
候
処
、
昨
朝
御
船
宮
よ
り
若
松
へ
御
巡
見
御
着
之

段
相
知
せ
申
候
付
、
右
乗
組
居
候
船
々
ニ
乗
組
候
様
廻
状
を
以
申
触
候
故
、
昨
日
今
日
ニ
は
不
残
相
揃
候
段
、
諸

舟
よ
り
相
届
候

一
、
御
船
々
呼
子
御
番
所
下
へ
掛
候
事
、
先
御
召
天
当
御
番
所
下
ノ
方
雁
木
へ
付
、
夫
ゟ
先
箭
丸
段
々
ニ
掛
り
申
候
事

一
、
出
火
之
節
御
退
キ
船
、
御
茶
屋
前
え
付
置
、
其
節
至
呼
子
番
所
へ
可
及
相
談
候
事

右
之
趣
、
御
召
天
当
・
先
箭
丸
其
外
船
頭
中
へ
申
渡
置
候

一
、

護
国
丸

護
国
丸
ニ
而
御
用
向
得
御
意
度
旨
、
八
郎
兵
衛
・
安
兵
衛
方
よ
り
佐
賀
嘉
右
衛
門
方
へ
手
紙
遣
、
尤
井
原
忠
右

衛
門
殿
御
同
道
ニ
而
御
出
被
下
候
様
申
遣
候
処
、
忠
右
衛
門
不
参
候
、
嘉
右
衛
門
計
被
参
候
、
平
戸
丈
右
衛
門
へ

安
兵
衛
よ
り
御
出
被
下
候
様
申
遣
候
処
、
早
速
護
国
丸
へ
可
被
参
候
付
、

御
用
談

御
用
談
之
内
へ
被
参
候
而
盃
出

す
ま
し

吸
物

生
鯛

酢
ひ
て

小
皿
あ
わ
ひ

セ
う
か

坪

魚
そ
う
め
ん

薄
く
す
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猪
口

い
か

か
ら
し
あ
へ

せ
ん
し
茶
出
ス

其
時
ニ
随
ひ
可
然
、
大
凡
見
合
之
た
め
記
置
候

一
、

御
家
老

御
家
老
堀
九
郎
右
衛
門
、
昼
時
分
呼
子
へ
着
、
御
舟
奉
行
并
役
人
共
罷
出
候

覚

御
用
承
候
小
役
之
者上

村
豊
左
衛
門

木
村
平
蔵

御
料
理
方
諸
事
相
達
候

町
人

加
布
里
郷
仁
兵
衛

下
料
理
人
弐
人

手
付
壱
人

右
之
通
之
者
御
本
船
ニ
指
置
申
候

一
、
御
巡
見
御
上
使
様
、
明
六
時
之
御
供
揃
ニ
而
御
出
立
被
遊
候
由
相
知
候
付
、
諸
船
左
様
相
心
得
、
用
意
可
申
旨
、

白
木
八

立
銀
蔵
へ
申
付
、
相
触
さ
せ
申
候

一
、
諸
船
乗
組
之
者
共
、
御
条
目
之
通
相
守
候
様
、
尚
又
為
申
触
候
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一
、
白
木
八

立
両
艘
ニ
而
、
代
々
不
寝
番
、
夜
中
四
時
ゟ
先
、
三
度
充
廻
可
申
候

（
マ
マ
）

一
、
此
方
御
船
々
、
佐
賀
御
船
々
、
今
朝
早
々
呼
子
御
番
所
前
ニ
船
行
烈
ニ
而
繋
直
し
飾
申
候

一
、
御
船
々
え
、
今
朝
五
時
之
御
供
揃
ニ
而

浜
﨑
御
茶
屋

浜
崎
御
茶
屋
、
上
使
御
出
立
被
遊
候
由
申
来
候
付
、
申
触
さ
せ
候

一
、
御
船
宮
よ
り
、
御
巡
見
御
上
使
様
、
水
島
ゟ
新
堀
へ
巳
之
上
刻
御
機
嫌
克
、
御
供
之
末
々
迄
無
滞
渡
海
相
済
候

段
申
越
候

一
、
四
月
五
日
昼
八
半
時
分
、

呼
子
御
茶
屋

呼
子
御
茶
屋
へ
御
上
使
様
共
々
御
着
被
遊
候
、
右
以
前
、
河
口
陸
右
衛
門
・
藤
田
種

七
・
小
島
佐
野
右
衛
門
・
原
田
官
太
夫
陸
へ
揚
、
夕
賄
□
□
支
度
い
た
し
候
由

一
、
曲
渕
八
郎
兵
衛
、

御
上
使
様

御
上
使
様
御
機
嫌
伺
と
し
て
罷
出
ル
、
帰
り
懸
ニ
役
人
共
相
伺
候
ハ
、
私
供
罷
出
候
而
可
然

哉
之
旨
相
伺
候
付
、
彼
方
御
役
人
中
え
一
通
り
掛
合
置
候
而
罷
出
候
様
ニ
と
及
挨
拶
候
処
、

青
山
七
右
衛
門

青
山
七
右
衛
門
様
御

茶
屋
へ
、
御
台
所
之
方
へ
廻
り
、
勝
手
方
之
役
人
へ
逢
申
度
旨
申
込
候
処
、
給
人
体
之
者
挨
拶
有
之
、
其
節
申
出

候
ハ
、
私
供
対
州
表
エ
御
船
御
用
ニ
相
越
申
候
者
共
ニ
御
座
候
、
御
荷
物
等
之
儀
請
取
方
罷
出
候
旨
申
達
候
得
ハ
、

名
面
相
尋
候
由
、
仍
彼
方
名
面
尋
候
得
は
、
左
之
通
書
記
遣
候
由

用
人

用
人

小
林
忠
次
郎

伊
藤
平
治

給
人

給
人

柳
田
善
助

恒
岡
佐
十
郎

近
習
三
人
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中
小
姓
弐
人

陸
士
四
人

中
間
拾
三
人

〆

右
之
通
ニ
候

一
、
於

大
畜
丸

大
畜
丸
、
佐
賀
御
舟
奉
行
川
浪
嘉
右
衛
門
、
右
之
書
付
ニ
御
案
内
之
者
と
有
之
井
原
忠
右
衛
門
、
此
方
舟
奉

行
曲
渕
八
郎
兵
衛
・
目
付
近
藤
安
兵
衛
為
御
用
向
談
出
会
、
薄
茶
出
之

一
、
右
両
人
為
伺
御
機
嫌
罷
出

四
月
六
日

一
、

佐
賀
衆

佐
賀
衆
と
申
合
、
日
和
之
模
様
談
合
、
弥
宜
見
受
候
付
、
御
乗
船
之
儀
申
上
候
処
、
午
ノ
上
刻
頃
呼
子
御
乗
船

申
ノ
上
刻
右
同
所
御
出
舟
、
漕
舟
ニ
而
暮
時
分
馬
渡
島
へ
漕
付
、
夫
よ
り
帆
上
走
舟
ニ
而

壱
州
郷
ノ
浦

壱
州
郷
ノ
浦
へ
戌
下
刻

時
分
御
着
船
、
直
ニ
陸
へ
御
揚
被
遊
候
哉
之
旨
相
尋
候
処
、
今
晩
は
御
滞
舟
被
成
候
旨
、
御
沙
汰
有
之

一
、

青
山
七
右
衛
門

青
山
七
右
衛
門
様
御
乗
船
之
節
、
御
召
天
当
ゟ
拍
子
木
五
ツ
打
申
候
、
夫
よ
り
先
箭
丸
へ
御
召
被
遊
候
節
、
此

方
御
舟
奉
行
・
御
目
付
、
右
両
人
御
船
場
へ
罷
出
、
大
船
頭
河
口
陸
右
衛
門
麻
上
下
ニ
而
艫
か
い
の
口
ニ
居
、
湯

浅
忠
太
夫
も
艫
か
い
の
口
ニ
羽
織
袴
着
、
藤
田
種
七
・
湯
浅
龍
右
衛
門
・
原
田
官
太
夫
羽
織
袴
着
、
御
橋
ニ
手
を

か
け
御
乗
船
之
節
罷
在
、
小
島
佐
野
右
衛
門
儀
は
御
本
船
明
キ
候
故
不
罷
出
、
御
本
船
之
間
船
唄
、
直
ニ
御
出
船
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ニ
而
又

御
船
唄

御
船
唄
ニ
而
御
出
船

一
、
御
乗
船
前
請
取
候

御
荷
物

御
荷
物
、
左
之
色
之
由

一
、
両
懸
御
茶
・
弁
当

一
荷

一
、
七
島
包
葛
篭

七
荷

一
、
毛
氈
包

内
品
々
入

三
包

一
、
両
懸
御
挟
箱

一
荷

一
、
合
羽
篭

一
荷

一
、
御
長
持

棹
供

弐
棹

一
、
小
キ
柳
箇

拾
壱

一
、
手
柳

弐
ツ

一
、
鯣

一
台

右
之
分
御
乗
船
前
、
役
人
共
受
取

一
、
御
乗
船
之
節
、

御
供
道
具

御
供
御
道
具
請
取
、
船
積
左
之
通

一
、
御
具
足
櫃

壱
荷

一
、
御
挟
箱

弐
荷

一
、
御
乗
物

壱

一
、
御
持
鑓

壱
筋
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一
、
御
持
添

壱
筋

一
、
御
立
傘

一
本

〆

右
御
出
船
之
船
積

一
、
護
国
丸
へ
積
候
荷
物
、
山
崎
野
助
受
取

（
マ
マ
）

一
、
呼
子
御
茶
屋
よ
り
出
ル
、
郡
方
よ
り
相
渡
候
付
受
取
候
品
、
左
之
通
、
左
之
通
之
由

覚

一
、
白
木
三
方

御
本
船
へ

壱
ツ

一
、
御
衣
桁

御
風
呂
船
へ

壱
ツ

一
、
御
き
せ
る

御
本
船
へ

壱
対

御
多
葉
粉
盆
不
見

一
、
御
呑
水
桶

蓋
・
柄
杓
共
護
国
丸
へ

壱

一
、
水
桶

蓋
共
御
風
呂
船
へ

壱

一
、
膳
椀

但
坪
平
共
御
本
船
へ

三
人
前

一
、
花
御
座

御
本
船
へ

四
枚

（
マ
マ
）

一
、
中
枕

拾
六
枚

一
、
中
枕

弐
拾

一
、
木
綿
蒲
団

弐
拾

〆
拾
品
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一
、
右
品
々
、
草
場
平
左
衛
門
・
白
浜
忠
太
夫
ゟ
目
録
差
渡
候
由

一
、
護
国
丸
へ
積
候
荷
物
、
左
之
通

覚

一
、
両
懸

壱
荷

一
、
葛
籠

七
ツ

一
、
蒲
団

弐
拾

一
、
合
羽
篭

壱
荷

一
、
竹
馬

弐
荷

一
、
供
駕
籠

弐

一
、
鎗

弐
筋

〆

一
、
御
用
人

壱
人

一
、
給
人

壱
人

一
、
中
小
姓

弐
人

一
、
足
軽

四
人

一
、
中
間

七
人

右
之
分
護
国
丸
へ
乗
船
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一
、
青
山
七
右
衛
門
様
、
大
畜
丸
へ
御
乗
船
之
節
、
御
船
為

御
祝
儀

御
祝
儀
、
五
升
入
手
柳
弐
、
か
け
流
、
鯣
五
拾
枚
、
白

木
台
、
か
け
流
し
、
右
船
中
ニ
お
い
て
被
下
候
由
、
河
口
陸
右
衛
門
申
達
候
付
、
郷
ノ
浦
へ
御
着
之
上
右
御
礼
申

上
、
頂
戴
候
儀
は
先
格
有
之
、
一
統
夫
々
ニ
配
分
頂
戴

一
、
漕
船
、
太
郎
坊
脇
之
方
ニ
而
致
船
揃
、
才
領
六
人
罷
出
、

御
祝
状

御
祝
状
請
取
、
今
巳
ノ
上
刻
郷
ノ
浦
致
出
舟
候
、
此

祝
状
は
、
壱
州
郷
ノ
浦
へ
着
い
た
し
候
旨
御
届
申
上
ル
、
尤
馬
渡
島
迄
、
馬
渡
島
ゟ
御
城
下
へ
送
ル

一
、

御
上
使
様
御
供

御
上
使
様
御
供
之
面
々
、
名
前
之
覚

青
山
七
右
衛
門
様
、
御
上
下
三
拾
四
人

御
用
人

御
用
人

小
林
忠
次
郎

伊
藤
平
治

給
人

給
人

柳
田
善
助

恒
岡
佐
十
郎

御
近
習

金
永
辰
治

田
中
善
治

味
方
文
蔵

中
小
姓

鈴
木
清
吾

片
山
文
右
衛
門

御
陸
士

中
山
幸
内
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尾
崎
新
八

石
上
市
蔵

栗
原
吉
兵
衛

足
軽
七
人

中
間
拾
三
人

以
上

覚

御
供
舟
御
賄
方

小
頭

御
台
所
方

深
川
浅
右
衛
門

御
料
理
諸
事
用
達
町
人

八
百
屋
吉
兵
衛

下
料
理
人
壱
人

手
付
壱
人

以
上

四
月
十
日

一
、
寅
ノ
刻
時
分
よ
り

佐
賀

佐
賀
と
申
合
、
奉
行
〳
〵
へ
相
断
、
舟
頭
共
舟
仕
度
い
た
し
、
寅
ノ
下
刻
郷
ノ
浦
致
出
舟
、

勝
本
へ
辰
ノ
下
刻
致
入
津
候
、
諸
舟
漕
舟
ニ
而
参
候
、
平
戸
よ
り
も
漕
舟
付
申
候

一
、

勝
本

勝
本
へ
対
州
よ
り
関
船
弐
艘
、
為
案
内
罷
出
候
由
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一
、
右
同
所
鹿
ノ
下
と
申
所
よ
り
御
乗
船
ニ
而
、
御
三
使
様

鯨
突
見
物

鯨
突
御
見
物
有
之
候
、
御
召
場
へ
先
箭
丸
横
付
い
た
し
、

此
方
よ
り
持
参
候
か
く
ら
御
橋
御
用
意
、
大
舟
頭
陸
右
衛
門
は
麻
上
下
着
、
小
頭
種
七
・
目
付
官
太
夫
・
小
舟
頭

忠
太
夫
ハ
羽
織
袴
着
、
陸
右
衛
門
ハ
御
船
艫
之
方
へ
、
忠
太
夫
は
か
い
の
口
艫
ニ
、
種
七
・
官
太
夫
は
御
召
場
御

橋
ニ
慎
居
申
候

一
、
今
日
は
御
精
進
日
ニ
付
、
先
箭
丸
ニ
而
船
唄
無
之
、
佐
賀
も
右
同
断

一
、
夕
方
、

平
戸
舟
頭

平
戸
舟
頭
義
太
夫
・
下
役
力
竹
伝
右
衛
門
・
所
老
人
彦
左
衛
門
と
申
者
、
対
州
之
両
人
、
佐
賀
と
申
合
、

勝
本
之
上
ニ
能
対
州
相
見
候
処
へ
参
、
明
日
様
子
よ
く
御
座
候
と
相
見
へ
申
候
、
右
彦
左
衛
門
申
候
ハ
、
只
今
之

通
御
座
候
得
は
天
気
合
能
、風
之
儀
も
寅
之
方
風
ニ
而
御
座
候
由
申
候
、明
朝
ハ
七
ツ
過
よ
り
拵
罷
出
候
筈
、皆
々

申
合
罷
帰
候
由

一
、
前
方
も
日
和
申
と
申
事
控
相
見
候
、
何
レ
に
も
日
和
吉
仕
筋
と
御
座
候
て
、
早
々
仕
候
て
可
然
旨
大
舟
頭
初
、

諸
役
之
者
へ
申
聞
候
処
、
佐
賀
も
同
心
之
由
申
越
、
夫
よ
り
力
竹
伝
右
衛
門
を
以
所
庄
ヤ
方
へ
、

聖
母
大
明
神

聖
母
大
明
神
へ

日
和
吉
御
祈
被
下
候
様
ニ
頼
置
候
、
尤
今
晩
相
願
度
旨
も
申
遣
候
処
、
委
曲
相
心
得
之
由
申
越
候
、
就
右
御
供
物

品
々
、
左
之
通

目
録

金
子

弐
百
疋

一
升
入
手
柳

壱

酒
之
儀
御
台
所
よ
り
詰

塩
鯛

壱
折
二

右
同
断
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白
木
台

か
け
流
し

真
ノ
包
の
し

一
袋
遣

右
目
録
壱
通

使
之
者

艪
口
之
者

壱
人
羽
織
袴

持
人

一
、

聖
母
大
明
神

聖
母
大
明
神
ニ
而

社
僧

壱
人

神
光
寺

同
弟
子
壱
人

社
家

壱
人

下
社
家

三
人

八
乙
女

壱
人

赤
之
直
垂
着

御
院

参
詣
之
者
共

陸
右
衛
門
・
種
七
・
官
太
夫
・
伊
右
衛
門
・
茂
太
夫
・
信
右
衛
門
、
先
箭
丸
舟
頭
忠
太

夫
・
護
国
丸
舟
頭
野
助

御
供
米
人
々
頂
戴
、
御
神
酒
出
、
後
ニ
賜
酒
出
、
明
日
日
和
ニ
而
御
座
候
由
申
之
候

四
月
十
一
日

天
気
吉
、
北
東
風
後
南
風
成
、
已
後
南
西
風
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一
、

青
山
七
右
衛
門

青
山
七
右
衛
門
様
御
精
進
日
、
左
之
通
之
由
、
是
は
呼
子
御
茶
屋
ニ
張
有
之

朔
日

八
日

十
日

十
四
日

十
七
日

廿
日

廿
四
日

晦
日

〆

一
、
今
朝
七
ツ
過
よ
り
佐
賀
・
平
戸
・
対
馬
申
合
、

日
和
山

日
和
山
へ
参
候
処
、
今
朝
之
様
子
能
相
見
候
ニ
付
御
渡
海
定
、

彦
左
衛
門
初
何
も
申
候
故
、
御
出
船
被
遊
候
由
申
上
、
勝
本
六
ツ
半
頃
御
出
船
被
成
、
風
ノ
か
い
な
く
、
後
帆
下

ケ
、
押
舟
ニ
而
日
暮
方

府
中

府
中
え
乗
申
候

一
、
御
上
使
様
、
御
揚
り
被
遊
候
由
被
仰
出
候
付
、
例
之
通
先
箭
丸
船
唄
ニ
而
御
揚
被
遊
候

一
、
御
上
使
様
、
今
朝
五
ツ
時
分

御
出
立

御
出
立
被
遊
候

一
、
勝
本
ニ
而
五
升
入
手
柳
弐
ツ
、
船
玉
へ
相
備
、
夫
ゟ
手
柳
壱
上
使
様
へ
前
方
指
上
候
様
御
舟
奉
行
申
上
、
手
柳

壱
は
御
舟
々
頂
戴
い
た
し
候
様
申
渡

一
、
久
田
役
人
川
上
左
戸
助
、
用
事
筋
御
座
候
ハ
ヽ
申
聞
候
様
、
薪
・
肴
・
風
呂
等
も
申
付
置
候
旨
御
舟
へ
参
候

一
、

久
田
浜

久
田
浜
へ
仮
御
番
所
壱
ヶ
所
、
相
見
申
候

一
、
久
田
浦
舟
改
役
古
川
広
右
衛
門
よ
り
、
御
巡
見
御
在
中
之
間
、
国
中
之
者
た
り
共

夜
中
通
路

夜
中
通
路
徘
徊
い
た
し
不
申

候
様
申
付
置
候
旨
申
来
候

一
、
御
逗
留
之
内
、
御
船
中
御
退
屈
可
有
御
座
候
間
、
御
宿
等
申
付
置
候
、
御
揚
御
休
足
被
成
候
様
手
紙
ニ
而
申
越
候

一
、
先
頃
、
勝
本
ニ
お
い
て
小
田
伝
右
衛
門
申
聞
候
ハ
、
其
元
御
役
人
中
皆
様
御
上
下
御
書
記
被
下
候
ハ
ヽ
、
宿
等

申
付
置
度
旨
、
猶
又
御
書
付
乍
御
六
ケ
敷
被
下
候
ハ
ヽ
、
早
々
飛
舟
指
立
可
申
旨
書
付
遣
候
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一
、
御
條
目
之
通
、
旅
へ
罷
出
陸
へ
上
り
申
儀
堅
停
止
之
儀
は
、
兼
而
被
仰
付
候
得
共
、

対
州
之
役
人

対
州
之
役
人
中
ゟ
此
方
奉

行
共
へ
両
度
迄
申
来
候
故
、
心
得
違
無
之
様
御
舟
々
舟
頭
共
呼
寄
申
渡
候
、
御
用
之
外
、
猥
ニ

陸
へ
上
り

陸
へ
揚
申
間
敷
候

一
、
御
舟
々
燈
之
時
分
ハ
、
他
之
大
舟
頭
へ
大
舟
頭
よ
り
申
合
燈
候
事
、
前
方
之
格
合
有
之

一
、
対
州
志
賀
甚
五
左
衛
門
・
森
川
仲
・
国
分
安
左
衛
門
方
ゟ
此
方
御
舟
奉
行
迄
、
御
滞
舟
御
退
屈
に
て
可
有
御
座

候
、

陸
地
宿

陸
地
宿
等
申
付
置
候
間
、
御
揚
御
休
息
可
被
成
旨
申
来
候
得
共
、
断
申
遣

一
、
船
燈
候
時
は
、
役
人
共
不
残
陸
地
へ
上
候

一
、
御
上
使
之
御
召
舟
も
燈
申
候

一
、
舟
燈
草
、
久
田
浦
役
人
よ
り
相
渡
、
左
之
通
受
取

一
、
燈
火
箸
ニ
用
候
三
寸
竹
三
拾
本
、
是
又
受
取
候

一
、
燈
柴
百
五
拾
把
之
内

三
拾
束

太
郎
坊
丸

三
拾
束

護
国
丸

弐
拾
五
束

先
箭
丸

弐
拾
五
束

自
在
丸

弐
拾
五
束

左
進
丸

五
束
ツ
ヽ

八

立
三
艘

〆
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外
ニ
増
柴
三
拾
束
相
渡
候
ニ
付
、
右
舟
々
へ
割
合
渡

一
、
御
本
船
大
畜
丸
ハ
、
此
度
も
燈
不
申
候

一
、
曲
渕
八
郎
兵
衛
・
近
藤
安
兵
衛
・
得
能
典
礼
・
池
園
柳
軒
、
太
郎
坊
丸
燈
候
ニ
付
、
御
本
船
へ
乗
移
り
、
何
も

荷
物
有
之
候
故
、
供
廻
り
ゟ
壱
人
ツ
ヽ
残
置
候

一
、
府
中
ニ
而

佐
賀
衆

佐
賀
衆
と
日
和
乞
申
合
い
た
し
候
処
、
承
知
之
旨
挨
拶
有
之

一
、
佐
賀
坂
田
弥
左
衛
門
・
松
林
源
蔵
方
ゟ
申
越
候
ハ
、
御
用
御
繁
多
御
取
込
可
有
御
座
候
得
共
、
不
相
叶
得
御
意
、

御
面
談
仕
度
候
間
、
追
付
山
田
丸
舟
へ
御
出
可
被
下
候
、
待
入
奉
存
候
段
申
来
候
旨
、
大
舟
頭
初
役
人
共
申
聞
候

ニ
付
、
罷
越
候
様
ニ
と
及
挨
拶
候
処
、
陸
右
衛
門
・
種
七
・
佐
野
右
衛
門
・
官
太
夫
罷
越
候
処
、
明
日
は
御
上
使

様
御
着
之
様
、
左
候
へ
ハ
当
所
ニ
而
日
和
吉
仕
、
住
吉
社
司
へ
可
相
頼
由
、
佐
賀
へ
申
談
候
処
、
佐
賀
衆
申
候
は

前
方
も
住
吉
へ
相
頼
候
故
、
此
度
も
左
様
ニ
可
仕
と
被
申
候
、
夫
ニ
付
佐
賀
よ
り
当
所
舟
頭
共
へ
被
相
頼
候
訳
ニ

相
極
候
、
物
語
之
内
ニ
盃
出
ル

一
、
ミ
そ
吸
物

実
さ
ん
せ
う

あ
け

重
箱

へ
き
あ
わ
ひ

硯
蓋

き
ん
な
ん

巻
す
る
め

花
玉
子

色
付
氷
こ
ん
に
ゃ
く

塩

小
皿

生
鯛

す
り
セ
う
か

す

猪
口

お
と
し
い
も

せ
ん
し
茶
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右
之
通
出
、
段
々
挨
拶
有
之
、
引
取
候
旨
相
届
候

一
、
対
州
河
内
原
左
衛
門
方
よ
り
申
越
候
ハ
、
先
刻
も
陸
揚
り
懸
御
目
度
儀
御
座
候
旨
申
来
候
得
共
、
佐
賀
衆
と
御

用
向
相
談
候
付
、
今
日
は
断
申
遣
候
得
共
、
又
々
佐
賀
御
用
向
相
仕
廻
候
ハ
ヽ
参
呉
候
様
、
明
日
は
御
着
、
何
角

と
取
込
、
何
れ
に
も
御
揚
陸
可
被
下
候
、
不
相
叶
儀
共
御
座
候
は
申
越
候
段
、
大
舟
頭
始
役
人
相
伺
候
付
、
左
候

ハ
ヽ
相
越
可
申
候
旨
申
付
候
処
、

町
宿
出
会

町
宿
ニ
而
出
会
、
日
和
見
之
事
申
談
候
内
ニ
盃
出

ミ
そ
吸
物

セ
り

山
椒

あ
ら

硯
蓋

焼
た
ら

に
し
め

伊
勢
海
老

伊
勢
海
老

竹
の
子

ふ
き

小
皿

粕
漬

あ
わ
ひ

あ
わ
ひ

酢
ひ
て

鯛

す
り
セ
う
か

せ
ん
し
茶

出

明
日
は
、
朝
飯
後
、
佐
賀
衆
・
対
州
・
此
方
ゟ
日
和
乞
ニ
使
者
へ
可
参
旨
申
合
、
相
約
候
旨
相
届
候

一
、
当
社

住
吉
宮

住
吉
宮
ニ
而
日
和
吉
、
佐
賀
衆
世
話
ニ
而
昨
日
よ
り
被
相
願
、
依
之
左
之
通
社
参
、
陸
右
衛
門
・
種
七
・

小
島
佐
野
右
衛
門
・
官
太
夫
・
嘉
左
衛
門
・
九
太
夫
・
野
助
・
兵
太
夫
・
庄
太
夫
、
佐
賀
衆
坂
田
源
左
衛
門
・
松

村
源
蔵
、
艪
元
壱
人
何
も
麻
上
下
着

備
物
左
之
通

一
、
金
子

弐
百
疋
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一
、
鳥
目

弐
貫
文

以
上

社
師

井
田
治
部
右
衛
門

直
垂
着

八
乙
女
壱
人

御
祈
祷
相
済
候
後

一
、
府
中
日
和

廿
二
日

廿
三
日

廿
五
日

廿
六
日

一
、
五
島
着

廿
六
日

廿
七
日

一
、
平
戸
志
自
岐
御
着
船

五
月
朔
日

二
日

以
上

右
之
通
社
人
申
候
、
夫
よ
り
御
神
酒
・
御
供
米
・
御
札
守
頂
戴
、
御
本
船
三
艘
へ
は
大
札
守
、
其
外
御
船
ニ
は
小
キ

札
守
遣
候
、
燗
酒
肴
二
三
種
、
菓
子
、
セ
ん
し
茶
出
ス

一
、
御
上
使
様
方
、
今
日
被
遊

御
着
府

御
着
府
候
付
、
御
船
へ
飾
申
候
、
佐
賀
も
同
断

一
、
御
上
使
様
、
未
之
上
刻
時
分
被
遊
御
着
府
、
御
機
嫌
伺
と
し
て
御
舟
奉
行
・
御
目
付
共
、
塗
八

立
よ
り
罷
出

ル
、
御
医
師
両
人
は
白
木
八

立
よ
り
右
同
断

一
、
夕

山
日
和

山
日
和
為
見
分
、
佐
賀
・
対
州
・
此
方
、
八

立
よ
り
虎
崎
迄
罷
越
候
、
尤
大
舟
頭
并
諸
役
也

一
、
御
乗
船
之
程
不
相
知
候
、
節
迄
御
船
々
飾
申
候

一
、
此
方
御
船
々
よ
り
水
取
ニ
遣
候
節
、
浦
人
計
ニ
而
は
脇
方
へ
歴
々
参
候
事
も
難
計
候
付
、
其
船
へ
乗
組
居
候
梶

取
分
之
者
か
、
又
は
山
立
分
之
者
か
壱
人
差
加
へ
、
遣
候
様
申
付
置
候
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四
月
廿
三
日

一
、
明
丑
ノ
刻
ゟ
沖
合
日
和
見
と
し
て
佐
賀
舟
頭
中
・
対
州
舟
頭
中
、
此
方
よ
り
も
大
舟
頭
・
小
頭
・
目
付
・
山
立
・

梶
取
、
八

立
よ
り
虎
崎
沖
迄
罷
出
候
処
、
日
和
宜
、
北
風
と
相
見
、
所
之
衆
も
宜
可
有
御
座
候
由
被
申
、
何
も

同
意
申
合
、
只
今
之
通
御
座
候
得
は
、
御
出
船
宜
候
、
後
刻
之
儀
は
難
計
候
得
共
、
先
宜
候
段
大
舟
頭
共
申
候

同
廿
四
日

一
、
卯
之
上
刻
、
青
山
七
右
衛
門
様
、
先
箭
丸
へ
被
遊
御
召
、
船
唄
ニ
而
御
本
船
へ
御
乗
移
、
又
御
本
船
ニ
而
御
船

唄
、
対
州

府
中
出
船

府
中
御
出
船

一
、
二
番
、
神
保
帯
刀
様
、
右
同
断

一
、
三
番
、
花
房
兵
右
衛
門
様
、
右
同
断

一
、
対
州
よ
り
小
早
三
艘
御
案
内
旁
相
見
、
壱
州
迄
参
候

一
、
対
州
よ
り
漕
船
、
御
本
船
計
ニ
八

立
壱
艘
十
人
乗
、
天
当
壱
艘
五
人
乗
に
て
七
艘
ツ
ヽ
付
ケ
漕
い
た
し
候

一
、
壱
州

勝
本

勝
本
前
ニ
参
候
時
分
、
平
戸
よ
り
御
案
内
船
壱
艘
相
見
申
候

一
、
同
勝
本
弐
里
程
沖
に
て
、
平
戸
よ
り
漕
船
諸
船
ニ
付
申
候
、
対
州
漕
船
ハ
放
申
候

一
、
壱
州

郷
ノ
浦

郷
ノ
浦
へ
諸
船
無
滞
、
亥
ノ
上
刻
時
分
致
着
船
候
、
瀬
々
高
提
灯
ニ
而
瀬
船
出
、
ワ
た
ら
瀬
戸
ゟ
郷
ノ
浦

へ
入
津
申
候
、
此
海
上
五
十
三
里

一
、
御
舟
奉
行
・
御
目
付
・
御
医
師
、
御
本
船
へ
御
機
嫌
伺
ニ
八

立
よ
り
罷
越
候
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一
、
花
房
兵
右
衛
門
様
、
未
ノ
上
刻
時
分
、
佐
賀
浅
行
船
ニ
被
遊
御
召
、
大
畜
丸
へ
御
出
、
暫
御
咄
御
座
候
而
御
帰
、

夫
よ
り
神
保
帯
刀
様
御
船
へ
御
越
被
成
候
而
御
帰

一
、
今
日
風
並
悪
敷
、
御
出
船
相
成
不
申
候
旨
、
御
機
嫌
伺
御
届
旁
、
御
舟
奉
行
御
上
使
様
御
舟
へ
八

立
よ
り
罷

越
候

一
、
神
保
帯
刀
様
、
浅
行
舟
ニ
御
召
、
大
畜
丸
へ
被
為
御
出
、
暫
被
成
御
座
候
而
御
帰

一
、
同
夜
、
丑
ノ
刻
よ
り
佐
賀
・
平
戸
・
此
方
沖
合
へ
罷
出
、
日
和
相
談
申
候
処
、
一
統
宜
日
和
ニ
相
見
へ
申
候
段

被
申
、
御
出
船
ニ
相
極
罷
帰
候
由
、
大
舟
頭
・
役
人
共
申
聞
候
ニ
付
、
則
申
上
候
処
、
直
ニ
御
出
船
之
段
被
仰
出
候

同
廿
七
日

一
、
丑
ノ
中
刻
時
分
、
致
壱
州
郷
ノ
浦
致
出
船
、
申
ノ
下
刻

平
戸
領

平
戸
領
池
ノ
内
へ
入
津
い
た
し
候
、
此
海
上
拾
九
里

（
的
山
大
島
神
ノ
浦
）

一
、
小
豆
大
島
香
ノ
浦
よ
り
五
島
漕
船
弐
拾
艘
計
指
向
、
御
本
船
計
ニ
三
艘
分
付
申
候
、
宰
領
壱
人
相
見
へ
申
候

一
、
平
戸
漕
船
当
所
迄
漕
込
申
候
、
御
案
内
船
も
是
又
参
候
、
外
ニ
関
船
弐
艘
参
候
、
御
使
者
船
と
相
見
へ
候

一
、

（
的
山
大
島
）

小
豆
大
島

小
豆
大
島
香
ノ
浦
へ
五
島
之
小
早
弐
艘
参
居
申
候
処
、
諸
船
通
船
之
跡
ゟ
引
従
参
候
、
尤
浅
上
武
右
衛
門
・
松

岡
弥
右
衛
門
壱
人
ツ
ヽ
乗
船

一
、
同
所
へ
平
戸
よ
り
小
早
船
弐
艘
、
飾
い
た
し
相
見
申
候

同
廿
八
日

一
、
平
戸
領

池
ノ
内

池
ノ
内
卯
ノ
上
刻
致
出
舟
、
午
ノ
上
刻
五
島
宇
久
島
へ
入
津
、
此
海
上
八
里
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同
二
十
九
日

一
、
卯
上
刻
、
沖
合

日
和
見

日
和
見
と
し
て
佐
賀
両
人
、
五
島
舟
頭
庄
左
衛
門
・
長
兵
衛
と
申
仁
、
鯨
船
よ
り
沖
へ
被
参
、

初
て
対
面
、
此
仁
被
申
候
は
、
今
日
の
天
気
合
ニ
而
は
御
乗
船
相
成
間
敷
由
、
左
候
ハ
ヽ
御
当
所
ニ
而
は
御
船
繋

場
所
如
何
御
座
候
哉
、
相
尋
候
処
、
日
和
も
変
候
様
子
故
、
寺
之
島
と
申
所
へ
御
船
繋
候
而
可
然
候
と
被
申
候
旨

役
人
共
申
候
付
、
上
使
へ
申
上
、
右
場
所
へ
廻
り
掛
申
候
、
尤

宇
久
島

宇
久
島
よ
り
寺
島
迄
海
上
壱
里
半

一
、

平
戸
漕
舟

平
戸
漕
舟
、
宇
久
島
迄
参
、
夫
よ
り
引
取
申
候

一
、
平
戸
漕
舟
十
艘
計
、
五
島
よ
り
御
頼
ニ
候
間
、
三
ツ
星
相
印
之
上
ニ
、
二
ツ
引
五
島
相
印
、
添
舟
印
立
、
漕
舟

ニ
出
申
候

五
月
朔
日

一
、
昨
晩
、
寺
之
島
へ
入
津
い
た
し
候
処
、
天
気
合
宜
和
キ
ニ
も
成
候
故
、
明
日
乗
方
之
儀
為
相
談
、
藤
田
種
七
大

畜
丸
へ
参
、
夫
よ
り
佐
賀
・

五
島
舟
頭

五
島
舟
頭
へ
面
談
申
度
由
申
遣
候
処
、
此
方
へ
可
参
由
申
越
候
付
、
護
国
丸
ニ
而
出

会
、
明
朝
七
時
当
所
出
船
、
宇
久
島
へ
参
候
而
御
乗
船
、
出
船
之
儀
ハ
可
申
談
と
申
合
置
候
旨
相
届
申
候

一
、
暁
、
寅
ノ
上
刻
寺
島
致
出
船
、
卯
中
刻
宇
久
島
へ
入
津

一
、
佐
賀
御
舟
奉
行
川
浪
嘉
右
衛
門
、
太
郎
坊
丸
へ
被
参
、
舟
頭
共
申
聞
候
ハ
、
御
乗
船
・
御
出
船
差
支
無
之
申
聞

候
ニ
付
、
直
ニ
御
案
内
申
込
候
由
と
被
申
候
付
、
此
方
ニ
而
も
舟
頭
共
へ
申
聞
候
処
、
昨
晩
五
島
・
佐
賀
申
談
候

通
、
御
出
船
宜
可
有
御
座
候
旨
申
候
付
、
夫
よ
り
御
案
内
申
上
候
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一
、
御
船
々
早
朝
よ
り
飾
申
候

一
、
宇
久
島
卯
中
刻
御
乗
船
、
御
召
替
よ
り
御
本
船
之
間
、
御
船
唄

壱
番

青
山
七
右
衛
門
様

弐
番

神
保
帯
刀
様

三
番

花
房
兵
右
衛
門
様

右
御
乗
船
被
遊
、
直
出
帆

一
、

飯
ノ
瀬
戸

飯
ノ
瀬
戸
え
入
津
、
申
ノ
下
刻
、
此
海
上
八
里
半

一
、
飯
ノ
瀬
戸
口
へ
平
戸
よ
り
漕
船
弐
艘
、
四
人
乗
ニ
而
出
向
申
候

一
、
同
所
え
御
使
者
小
早
船
壱
艘
相
見
へ
申
候

一
、
自
在
丸
、
此
間
も
漕
船
之
節
ハ
乗
候
ゆ
へ
、
奉
行
共
よ
り
浅
上
武
右
衛
門
へ
荷
船
へ
御
召
駕
籠
積
せ
居
申
候
間
、

乗
不
申
候
様
ニ
漕
船
五
艘
被
仰
付
可
被
下
と
申
置
、
差
出
可
申
由
、
添
は
林
右
衛
門
ニ
付
候
様
申
付
候

一
、
宇
久
島
・
寺
島
共
ニ
水
少
々
ツ
ヽ
な
ら
て
ハ
無
之
、
諸
船
難
儀
之
由
、
飯
ノ
瀬
戸
左
右
共
ニ
宜
水
御
座
候
而
、

諸
船
共
水
樽
へ
詰
さ
セ
候

一
、
浅
上
武
右
衛
門
よ
り
被
申
越
候
ハ
、
明
日
御
出
船
日
和
合
船
頭
共
差
出
可
申
候
間
、
此
方
舟
頭
共
佐
賀
舟
頭
申

談
い
た
し
度
之
旨
申
来
候
付
、
種
七
参
候
処
、
佐
賀
・
五
島
両
所
よ
り
被
参
、
日
和
相
宜
候
得
は
潮
時
四
時
ゟ
直

り
、
夫
前
ニ
脇
潮
引
申
所
御
座
候
間
、
五
ツ
半
時
分
よ
り
御
出
船
可
然
相
極
申
候
旨
、
罷
帰
相
届
候
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五
月
二
日

一
、
辰
ノ
中
刻
、
五
島
領
飯
ノ
瀬
戸
出
舟
い
た
し
、
巳
中
刻
五
島
領

若
松

若
松
へ
致
入
津
、
御
船
々
飾
申
候
、
先
箭
丸
よ

り
若
松
へ
御
上
、
御
船
唄
御
揚
場
へ
例
之
通
役
人
罷
出
候
、
此
海
上
壱
里
半

一
、
御
上
使
様
共
ニ

御
茶
屋

御
茶
屋
へ
御
揚
、
暫
過
、
直
ニ
御
乗
船
被
成
候

一
、
午
ノ
上
刻
、
若
松
御
出
船
、
此
所
瀬
戸
を
中
ひ
ら
ノ
瀬
戸
ト
云
、
先
キ
ノ
瀬
戸
を
瀧
川
原
瀬
戸
ト
云

一
、
五
島
領

奈
留

な
る
へ
壱
里
、
是
を
大
く
し
瀬
戸
ト
云

一
、
田
ノ
浦
瀬
戸

一
、

戸
楽

戸
楽
へ
申
ノ
下
刻
入
津
、
此
海
上
八
里

一
、
御
本
陣
宿
主
銅
屋
長
左
衛
門
と
申
者
有
之
、
御
荷
物
等
渡
し
遣

一
、
御
上
使
共
ニ
無
御
障
、
戸
楽
ゟ
御
揚
陸
被
成
候

一
、
御
召
替
浅
行
、
御
舟
付
場
迄
舟
唄
、
御
船
付
場
へ
藤
田
種
七
・
原
田
官
太
夫
羽
織
・
袴
に
て
例
通
罷
出
候

一
、

御
本
陣

御
本
陣
へ
為
伺
御
機
嫌
、
御
舟
奉
行
・
御
目
付
・
御
医
師
両
人
罷
出
候

五
月
三
日

一
、
御
上
使
様
、
今
朝
五
島
領

深
江
・
富
江

深
江
（
福
江
）
よ
り
富
江
表
へ
御
巡
行
被
遊
候
由

一
、

五
島
淡
路
守

五
島
淡
路
守
様
被
仰
候
由
ニ
而
、
町
於
御
茶
屋
、
御
吸
物
進
申
度
御
報
可
被
下
旨
、
浅
上
武
右
衛
門
よ
り
御
舟

奉
行
・
御
目
付
・
御
医
師
両
人
へ
申
参
候
得
共
、
御
断
被
仰
遣
、
晩
方
塗
八

立
、
奉
行
・
目
付
・
医
師
両
人
右

為
御
礼
、
深
江
御
茶
屋
へ
罷
出
候
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五
月
五
日

一
、
端
午
御
礼
之
儀
、
明
朝
は
七
右
衛
門
様
御
乗
船
、
直
ニ
御
出
船
之
積
有
之
候
付
、
御
本
船
ニ
乗
組
居
候
河
口
陸

右
衛
門
・
小
島
佐
野
右
衛
門
儀
は
、
上
使
様
取
次
迄
麻
上
下
着
、
御
祝
儀
申
上
候
而
可
然
、
同
役
小
頭
に
て
も
脇

舟
へ
乗
居
候
者
は
、
夫
ニ
及
申
間
敷
候
、
奉
行
共
ヘ
ハ
御
用
之
間
を
見
合
、
晩
迄
之
内
夫
々
祝
儀
申
出
候
而
可
然

旨
申
渡
置
候

一
、
丑
ノ
下
刻
ゟ
沖
合
日
和
相
談
と
し
て
、
前
夜
よ
り
申
合
、

佐
賀
・
五
島

佐
賀
・
五
島
・
此
方
、
例
之
通
出
合
相
極
申
候
ハ
、

御
乗
船
被
遊
候
而
差
支
ハ
無
御
座
、
戸
楽
ニ
而
御
乗
船
被
遊
候
得
は
直
ニ
致
出
船
、
天
気
合
悪
敷
候
得
は
、
是
よ

り
樫
ノ
浦
と
申
泊
り
へ
一
里
之
処
へ
乗
廻
可
申
、
此
処
ニ
而
見
合
宜
候
ハ
ヽ
先
へ
乗
り
可
申
と
談
合
候
旨
相
届
候

ニ
付
、
御
乗
船
可
然
旨
申
上
ル
積
、
尤
な
る
へ
三
里
有
之
、
是
へ
差
向
可
申
、
又
夫
ゟ
見
合
、
先
へ
乗
可
申
、

三
ヶ
所
申
合
居
候
由
も
相
届
候

一
、
卯
上
刻
、
為
御
案
内
御
舟
奉
行
罷
越
候
、
卯
下
刻
時
分
五
島
領
深
江
ゟ

戸
楽
・
虎
府

戸
楽
、
五
島
領
虎
府
と
唱
へ
之
由
、
ニ

被
遊
御
出
、
御
召
場
よ
り
先
箭
丸
へ
御
召
、
御
舟
唄
ニ
而
御
本
船
え
御
乗
移
り
直
出
船

一
、
御
上
使
様
御
召
順
、
前
之
通

一
、
辰
之
上
刻
、
戸
楽
致
出
船
、
漕
船
ニ
而
、
五
島

岩
瀬

岩
瀬
へ
致
入
津
、
此
海
上
拾
壱
里
、
未
之
下
刻
着
船

一
、
御
船
中
ニ
而
、
御
台
所
方
弐
人

端
午
御
祝
儀

端
午
御
祝
儀
、
御
近
習
衆
迄
申
上
候
処
、
七
右
衛
門
様
御
逢
可
被
成
旨
被
仰
出
、

大
畜
丸
次
之
間
ニ
而
御
目
見
、
御
礼
申
上
候
由

一
、
大
舟
頭
河
口
陸
右
衛
門
・
小
島
佐
野
右
衛
門
、
彼
方
御
近
習
衆
へ
端
午
御
礼
申
上
候
処
、
七
右
衛
門
様
御
逢
可
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被
遊
旨
、
御
次
へ
罷
出
候
様
被
仰
付
候
故
、
脇
之
間
へ
脇
差
差
置
、
御
次
へ
参
候
処
、
七
右
衛
門
様
御
意
被
遊
候

ハ
、
何
角
と
世
話
忝
と
蒙
仰
進
候
而
、
引
取
候
旨
相
届
候

小
頭
仲
ケ
間
、
脇
舟
ニ
乗
組
居
候
故
、
別
ニ
御
礼
不
申
上
候

一
、
河
口
陸
右
衛
門
方
え

御
祝
儀

御
祝
儀
と
し
て
、
七
右
衛
門
様
ゟ
御
吏
を
以
左
之
通
被
下
置
候

一
、
五
升
入

手
柳
壱
ツ

か
け
流
し

一
、
塩
鯛

二
白
木
台

か
け
流
し

右
難
有
頂
戴
仕
候
旨
、
相
届
候

一
、
御
舟
奉
行
・
御
目
付
・
御
医
師
両
人
、
御
機
嫌
伺
ニ
御
本
船
へ
罷
出

右
為
御
祝
儀
、
大
舟
頭
へ
御
樽
肴
被
下
候
御
礼
可
申
上
筈
之
処
、
此
処
へ
不
見
候
、
記
落
し
か

一
、
七
右
衛
門
様
よ
り
御
く
わ
し
一
包
ツ
ヽ
、
陸
右
衛
門
・
佐
野
右
衛
門
へ
被
下
置
候
、
頂
戴
仕
候
段
相
届
候
、

菓
子

ほ

し
か
し
・
葛
・
練
類
三
品
之
由

一
、
護
国
丸
船
頭
山
崎
野
助
へ
御
用
有
之
由
に
て
、
御
本
船
よ
り
御
呼
被
成
候
付
罷
出
候
処
、
外
御
用
ニ
而
は
無
之
、

御
菓
子
可
遣
と
壱
包
被
下
置
、
難
有
頂
戴
仕
候
、
此
方
役
人
へ
ハ
不
及
沙
汰
候
様
御
近
習
衆
被
申
候
得
共
、
奉
行

へ
相
届
候
く
わ
し
ハ
右
同
断
之
由

一
、
五
島
舟
頭
荒
木
七
左
衛
門
方
ゟ
藤
田
種
七
方
迄
、
舟
中
見
廻
と
し
て
、
生
貝
拾
一
台
、
風
蘭
し
ゆ
ろ
皮
ニ
包
、
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一
堤
差
越
、
先
格
五
島
川
へ
入
居
候
節
、
生
貝
大
五
遣
し
請
候
様
、
久
米
瀬
兵
衛
申
候
格
有
之
、
返
礼
干
鯛
三
枚

遣
、
此
度
ハ
干
鯛
五
枚
、
為
返
礼
手
紙
添
差
遣

五
月
八
日

一
、
明
寅
下
刻
、
沖
合
為
日
和
見
佐
賀
・
五
島
出
会
、
天
気
宜
相
見
候
故
、
出
船
ニ
相
極
候

一
、
卯
上
刻
、
岩
瀬
出
舟
、
漕
舟
ニ
而
申
ノ
中
刻
、

平
戸
志
自
岐

平
戸
志
自
岐
浦
へ
諸
舟
無
滞
致
着
船
候

一
、
五
島
漕
船
、
五
島
領
塩
屋
と
申
所
迄
漕
参
候

一
、

大
村

大
村
よ
り
漕
船
、
五
島
領
大
た
を
と
申
所
迄
出
向
、
御
本
船
計
ニ
付
漕
申
候
、
船
数
八
艘
ニ
而
拾
人
加
子
、
宰

領
壱
人
ツ
ヽ
乗
居
、
高
弐
拾
四
艘
之
由

一
、
御
船
々
飾
申
候

一
、
青
山
七
右
衛
門
様
、
御
本
船
よ
り
先
箭
丸
御
乗
移
之
節
、
船
唄
ニ
而
御
揚
場
へ
大
天
満
五
艘
ニ
板
敷
致
舟
橋
、

直
ニ
先
箭
丸
引
付
、
御
機
嫌
克
御
揚
被
成
候

御
揚
順

七
右
衛
門
様

帯
刀
様

兵
右
衛
門
様

一
、

御
荷
物

御
荷
物
品
々
、
呼
子
茶
屋
ニ
而
請
取
申
候
通
、
志
自
岐
浦
ニ
而
御
本
陣
亭
主
古
園
忠
平
次
と
申
者
へ
相
渡
、
尤

舟
場
渡
シ
之
旨
相
届
候

一
、
御
揚
場
へ
藤
田
種
七
・
原
田
官
太
夫
麻
上
下
着
、
例
之
通
罷
出
候

一
、
河
口
陸
右
衛
門
・
小
島
佐
野
右
衛
門
・
湯
浅
忠
太
夫
麻
上
下
着
ニ
而
先
箭
丸
相
勤
申
候
、
佐
野
右
衛
門
ハ
外
ニ
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而
御
乗
上
り
之
節
ハ
乗
り
不
申
候
得
共
、
志
自
岐
浦
計
ニ
而
乗
申
候

一
、
青
山
七
右
衛
門
様
御
本
陣
へ
、
為
御
機
嫌
恐
悦
、
八
郎
兵
衛
・
安
兵
衛
・
典
礼
・
流
水
罷
出
候

一
、
河
口
陸
右
衛
門
・
藤
田
種
七
・
原
田
官
太
夫
麻
上
下
着
ニ
而
御
本
陣
為
恐
悦
罷
出
、
給
人
恒
岡
佐
十
郎
迄
、
御

取
込
可
被
成
御
座
候
間
、
御
序
之
節
宜
被
仰
上
可
被
下
旨
申
上
帰
宅

一
、
御
台
所
方
両
人
も
右
同
断

一
、
志
自
岐
よ
り
御
本
陣
迄
之
間
、
壱
里
と
申
場
所
之
由

一
、
支
配
之
者
共
不
残
此
方
へ
被
罷
出

一
、
河
口
陸
右
衛
門
・
藤
田
種
七
・
小
島
佐
野
右
衛
門
・
原
田
官
太
夫
、
御
用
有
之
候
間
罷
出
候
様
申
達
、
罷
出
候
付

此
度
、
御
巡
見
様
御
用
船
中
、
無
恙
日
数
も
込
々
不
申
候
間
、
御
上
益
気
ニ
而
候
へ
は
、
依
之
四
人
え

御
酒

御
酒

被
下
置難

有
頂
戴
仕
候
旨
、
御
礼
申
上
候

一
、
平
戸
ゟ
漕
舟
数
艘
出
申
候

五
月
九
日

一
、

志
自
岐
浦

志
自
岐
浦
、
子
ノ
中
刻
時
分
出
船
い
た
し
、
呼
子
浦
へ
申
之
中
刻
頃
諸
舟
無
恙
致
着
船
、
此
海
上
弐
拾
里
余

一
、

佐
賀
御
舟

佐
賀
御
舟
々
も
右
同
断
致
出
舟

一
、
同
役
、
且
御
宮
役
所
へ
呼
子
入
津
之
儀
申
遣
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同
十
日

一
、
卯
上
刻
、

呼
子
浦

呼
子
浦
出
船
、
辰
上
刻
頃
高
島
へ
入
津
、
御
舟
々
飾
、
直
ニ
河
口
着
岸

前
条
、
先
年
被
仰
出
御
条
目
有
之
趣
、
左
之
通

覚

一
、
此
度
巡
見
衆
領
分
呼
子
よ
り
壱
岐
・
対
馬
・
五
島
・
平
戸
渡
海
之
内
、
手
船
指
出
候
ニ
付
、
為
案
内
用
事
ニ
差

越
候
面
々
并
末
々
迄
、
諸
事
不
調
法
無
之
、
大
切
ニ
可
相
勤
候
事

一
、
日
和
船
路
等
之
儀
、
船
手
役
人
随
分
入
念
可
申
、
尤
其
所
々
之
者
へ
も
相
尋
、
無
油
断
可
遂
吟
味
、
勿
論
松
平

信
濃
守
殿
家
頼
中
へ
も
遂
相
談
、
不
足
我
意
、
万
端
可
申
合
事

一
、
巡
見
衆
家
頼
中
ハ
不
及
申
、
対
他
所
人

無
礼

無
礼
無
之
様
可
相
慎
、
万
一
所
存
之
義
在
之
共
、
致
堪
忍
、
出
入
ケ
間

敷
儀
無
之
様
可
仕
候
事

一
、

喧
嘩

喧
嘩
・
口
論
可
令
謹
慎
、
傍
輩
之
中
、
存
分
呑
之
於
難
止
は
当
地
え
罷
帰
、
遂
鬱
憤
儀
は
各
別
、
如
何
様
之
子

細
有
之
共
、
於
先
々
粗
忽
之
儀
か
た
く
仕
間
敷
事

付
、
博
奕
堅
ク
停
止
、
并
盤
上
慰
ケ
間
敷
儀
仕
間
敷
候
事

一
、

酒
宴

酒
宴
・
遊
興
不
及
申
、
過
酒
停
止
、
并
船
唄
之
外
音
曲
高
声
、
惣
て
猥
ヶ
間
敷
為
体
い
た
す
間
敷
事

付
、
私
用
ニ
付
陸
え
不
及
揚
事
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右
之
趣
堅
相
守
、
末
々
の
も
の
に
至
迄
急
度
可
申
付
、
若
違
犯
之
族
於
在
之
は
、
仮
へ
雖
後
日
相
聞
遂
詮
議
可
厳
重

沙
汰
者
也

巳
三
月

覚

一
、
此
度
、
上
使
御
供
中
ゟ
此
方
御
家
中
・
御
家
老
中

知
行
高

知
行
高
尋
被
申
候
は
、
大
体
千
石
余
ゟ
五
六
百
石
取
も
在
之

由
、
是
余
ハ
三
千
石
取
候
様
承
之
候
、
委
細
之
儀
は
城
内
よ
り
半
途
隔
候
故
不
存
候

一
、
町
方
・
郡
中
等
之
儀
、
役
筋
違
候
故
不
存
段
、
尋
候
ハ
ヽ
可
致
挨
拶
候

一
、
此
方
手
船
、
関
船
・
川
船
等
都
合
五
拾
艘
余
之
由
、
領
分
中
大
小
船
数
千
三
百
余
之
由

一
、
船
奉
行
知
行
高
、
百
四
五
十
石
位
之
者
之
由

一
、

船
手
人
数

船
手
人
数
百
人
余
在
之
由
、
若
尋
候
ハ
ヽ
右
之
段
挨
拶
可
申
事
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